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Synopsis 
 

Prediction of strong ground motions in the frequency range from 0.2 to 1 Hz is quite important 
for a wide range of engineering structures including port structures. Strong ground motions in this 
frequency range observed at many sites along the coast of Miyagi through Ibaraki Prefecture during 
the 2011 off the Pacific coast of Tohoku earthquake are characterized by distinctive pulses. These 
strong motion pulses are similar to those from shallow crustal earthquakes such as the 1995 
Hyogo-ken Nanbu earthquake and the 1994 Northridge earthquake, in a sense that they appear in a 
frequency range of engineering importance. Thus, not only strong motion pulses from shallow 
crustal earthquakes but also those from huge subduction earthquakes can cause significant damage 
to structures. Therefore, it is significantly important to consider the generation of such pulses in the 
strong motion prediction for huge subduction earthquakes, especially when the prediction is aimed 
at seismic design of structures. In this article, first, examples of strong motion pulses from huge 
subduction earthquakes are examined. Then, source models aiming at the reproduction of those 
pulses are compiled and the characteristics of SPGAs (Strong-motion Pulse Generation Areas) are 
investigated, with special attention to their relation to the overall size of the earthquakes. 

 
Key Words: the 2011 off the Pacific coast of Tohoku earthquake, subduction earthquake, strong  

motion pulse, aftershock observation, microtremor measurement, empirical relation 
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要  旨 

 

港湾構造物をはじめ多くの構造物にとって 0.2-1Hz の周波数帯域における地震動の予測はたいへ

ん重要である．東北地方太平洋沖地震の際，震源断層に比較的近い宮城県から茨城県にかけての多

くの地点で観測された 0.2-1Hz の帯域の速度波形は明瞭なパルスによって特徴付けられている．こ

れらの，工学上重要な周波数帯域に表れるパルスを本稿では強震動パルスと呼ぶ．過去において，

1995 年兵庫県南部地震や 1994 年ノースリッジ地震のような内陸地殻内地震の際，震源近傍で生じ

た強震動パルスが大被害をもたらしたことは広く知られている．それに対し，海溝型巨大地震がも

たらす強震動パルスの重要性については，これまで十分に認識されているとは言えない．しかしな

がら，現実に海溝型巨大地震が強震動パルスを生成しており，その周期特性が，内陸地殻内地震が

もたらす強震動パルスと大きくは異ならないことから，海溝型巨大地震がもたらす強震動パルスも

構造物に大きな影響を及ぼす可能性がある．今後，海溝型巨大地震に対する強震動予測，特に耐震

設計を目的とする強震動予測を行う場合には，強震動パルスの生成を意識した震源のモデル化を行

うことが極めて重要と考えられる．そこで，本研究においては，まず，海溝型巨大地震による強震

動パルスの生成事例を示す．次に，海溝型巨大地震による強震動パルスの再現を目的として構築さ

れた既往の震源モデルを整理する．最後に，断層面上で強震動パルスを生成したと考えられる領域

（強震動パルス生成域と呼ぶ）の諸特性と地震規模との関係について検討し，地震動の予測のため

の震源パラメターの経験則を示す． 

 

キーワード：2011 年東北地方太平洋沖地震，海溝型地震，強震動パルス，経験式 
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1. はじめに 

 

 2011 年東北地方太平洋沖地震（Mw9.0）は，今日のよ

うな密な強震観測網（Kinoshita, 1998；Aoi et al., 2000）

が構築されて以来，初めて発生した M9 クラスの巨大地

震である．この地震の発生により我々は M9 クラスの巨

大地震による強震動の実態を初めて知ることになったと

言える．今後，他の地域を対象として，同程度の規模の

地震を想定した強震動評価を行う機会が増えるものと考

えられるが，その際の震源のモデル化においては，東北

地方太平洋沖地震の強震記録から得られる知見を反映さ

せることが極めて重要と考えられる．その際，強震動予

測の目的が耐震設計である場合には，対象とする構造物

に影響を及ぼしやすい周波数帯域に着目することが重要

であると考えられる． 

港湾の分野では，岸壁に対して最も影響を及ぼしやす

い周波数帯域は0.3-1Hzであることが指摘されている（例

えば野津他，2000）．建築の分野では，周期 1.2-1.5 秒（周

波数 0.67-0.83Hz）の弾性加速度応答スペクトルが建物被

害率と良く対応することが境他（2002）により指摘され

ている．これらに加え，多くの高層建物の固有周波数が

0.2-1Hz の範囲に存在することを考えると，0.2-1Hz の周

波数帯域は，工学上極めて重要性の高い周波数帯域であ

ると言える（野津，2010）．従って，本研究では主にこの

周波数帯域における強震動の特性に着目した検討を行う．

この帯域ではカバーできないような工学上重要な施設も

存在するが，本研究の主眼は上記の帯域にある． 

さて，東北地方太平洋沖地震の際，震源断層（例えば

Kurahashi and Irikura, 2011）に比較的近い宮城県から茨城

県にかけての多くの地点で観測された 0.2-1Hz の帯域の

速度波形は，2.で述べるように，明瞭なパルスによって

特徴付けられている．これらのパルスの重要な点は，工

学上重要な周波数帯域に表れているという点である．工

学上重要な周波数帯域に表れるパルスを本稿では強震動

パルスと呼ぶ． 

過去において，1995 年兵庫県南部地震（入倉，1996；

釜江・入倉，1997）や 1994 年ノースリッジ地震（Wald et 

al., 1996）のような内陸地殻内地震の際，震源近傍で生

じた強震動パルスが大被害をもたらしたことは広く知ら

れている．そのため，現在，内陸地殻内地震を対象とし

た強震動予測においては，強震動パルスの生成に対する

注意が十分に払われていると考えられる．それに対して，

海溝型巨大地震がもたらす強震動パルスの重要性につい

ては，これまで十分に認識されているとは言えず，海溝

型巨大地震を対象とした強震動予測においては，強震動

パルスの生成を意識した震源のモデル化が行われている

とは言えない．しかしながら，上述の通り，現実に海溝

型巨大地震が強震動パルスを生成しており，その周期特

性が，内陸地殻内地震がもたらす強震動パルスと大きく

は異ならないことから（2.参照），海溝型巨大地震がもた

らす強震動パルスも構造物に大きな影響を及ぼす可能性

がある．さらに，2.で述べるように，海溝型巨大地震に

よる強震動パルスの生成は，東北地方太平洋沖地震だけ

に見られる現象ではない．今後，海溝型巨大地震に対す

る強震動予測，特に耐震設計を目的とする強震動予測を

行う場合には，強震動パルスの生成を意識した震源のモ

デル化を行うことが極めて重要と考えられる． 

そこで，本研究においては，まず，海溝型巨大地震に

よる強震動パルスの生成事例を示す．次に，海溝型巨大

地震による強震動パルスの再現を目的として構築された

既往の震源モデルを整理する．最後に，断層面上で強震

動パルスを生成したと考えられる領域（強震動パルス生

成域と呼ぶ）の諸特性と地震規模との関係について検討

し，地震動の予測のための震源パラメターの経験則を示

す． 

 

2. 海溝型巨大地震における強震動パルスの例 

 

 本章においては，海溝型巨大地震による強震動パルス

の生成事例を示す．最初に東北地方太平洋沖地震の例を

示し，次に，密な強震観測網（Kinoshita, 1998；Aoi et al., 

2000）によって初めて観測された海溝型巨大地震である

2003 年十勝沖地震（Mw7.9）の例を示す．最後に，巨大

地震と呼ぶにはやや規模が小さいが貴重な強震記録（建

設省土木研究所，1978）が得られている 1978 年宮城県沖

地震（Mw7.6）の例を示す． 

 

2.1 2011 年東北地方太平洋沖地震 

 図-2.1の黒線は，東北地方太平洋沖地震の際，宮城県

から茨城県にかけての 5 つの観測点（MYGH12，仙台-G，

FKS031，FKS011，IBR007）で観測された 0.2-1Hz の帯

域の速度波形を示したものである．ここに仙台-G は港湾

地域強震観測（例えば野津・若井，2011）の観測点であ

る．また，KiK-net（Aoi et al., 2000）の観測点（MYGH12）

では地表と地中の記録が利用可能であるが，ここでは地

表の記録を示している．これらの図からわかるように，

これらの観測点における 0.2-1Hz の帯域の速度波形は，1

つまたは複数の明瞭なパルスによって特徴付けられてい

る． 

比較のため，図-2.2には，内陸地殻内地震によって生 
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図-2.1 黒線は東北地方太平洋沖地震の際に観測された強震動パルスの例．赤線は SPGA モデルによるパルスの再現結果

（3.参照）．いずれも 0.2-1Hz の帯域の速度波形． 

 

 

 
図-2.2 比較のために示す内陸地殻内地震による強震動パルスの例（0.2-1Hz の帯域の速度波形） 

 

成された強震動パルスの事例を示す．図-2.2（上）は 1995

年兵庫県南部地震の際，鷹取で観測された強震動パルス，

図-2.2（下）は 1994 年ノースリッジ地震の際，Sylmar County 

Hospital で観測された強震動パルスである．これらはいず

れも大きな被害に結びついたものとして知られている．図

-2.1 と図-2.2の比較からわかるように，パルスの形状や周 
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図-2.3 2011 年東北地方太平洋沖地震を対象として，強震動パルスの再現を目的として作成された震源モデル（野津，

2012a；2012b）と図-2.1 に強震動パルスの事例を示した観測点 

 

 
図-2.4 宮城県沖の 4 つの SPGA の位置（★は破壊開始点）および強震動パルスの伝播の様子を示す観測点 
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図-2.5 SPGA4からの強震動パルスの伝播の様子．上はMYG011から北へ，下はMYG011から西へ，強震動パルスが伝播す

る様子をそれぞれ示している．図の縦軸はSPGA4の破壊開始点から観測点までの直線距離，図の横軸は震央での破

壊開始時刻を原点としている．波形は0.2-1Hzの速度波形であり，原則としてNS成分であるが，NS成分の振幅の小

さいMYG011だけはEW成分を示している．赤の破線はS波速度を3.9km/sと仮定した場合のSPGA4からのS波の到来

時刻を表す． 
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図-2.6 福島県沖および茨城県沖の SPGA の位置（★は破壊開始点）および強震動パルスの伝播の様子を示す観測点 

 

 
図-2.7 SPGA7 からの強震動パルスの伝播の様子．図の縦軸は SPGA7 の破壊開始点から観測点までの直線距離，図の横

軸は震央での破壊開始時刻を原点としている．波形は 0.2-1Hz の速度波形であり，原則として NS 成分であるが，

NS 成分の振幅の小さい FKS010 だけは EW 成分を示している．赤の破線は S 波速度を 3.9km/s と仮定した場合の

SPGA7 からの S 波の到来時刻を表す． 
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図-2.8 SPGA8 からの強震動パルスの伝播の様子．図の縦軸は SPGA8 の破壊開始点から観測点までの直線距離，図の横

軸は震央での破壊開始時刻を原点としている．波形は 0.2-1Hz の EW 成分の速度波形である．赤の破線は S 波速

度を 3.9km/s と仮定した場合の SPGA8 からの S 波の到来時刻を表す． 

 

期特性という点で，東北地方太平洋沖地震の際に観測され

た強震動パルスは，内陸地殻内地震による強震動パルスと

の類似性が見られる． 

 野津（2012a；2012b）は，東北地方太平洋沖地震の断層

面上で強震動パルスを生成したと考えられる 9 つの領域を

推定している（図-2.3）．これを本稿では後述のように強震

動パルス生成域（SPGA）と呼ぶ．このうち，宮城県沖，

福島県沖，茨城県沖を代表する強震動生成域として SPGA4，

SPGA7，SPGA8 を取り上げ，それらに起因する強震動パル

スが伝播する様子を示したものが図-2.4～図-2.8 である． 

まず，宮城県沖の SPGA4（図-2.4）からの強震動パルス

の伝播の様子を示したものが図-2.5である．図-2.5の上段

では，震央での破壊開始時刻の 95 秒後から 104 秒後にかけ

て，MYG011，MYG008，MYGH12，MYG001 の順に，南

から北に，強震動パルスが到来している様子を見てとるこ

とができる．図-2.5の下段では，震央での破壊開始時刻の

95秒後から 108 秒後にかけて，MYG011，MYG012，MYG013

の順に，東から西に，強震動パルスが到来している様子を

見てとることができる．特に MYG013 ではサイト増幅特性

が大きいこともあり（野津他，2007）大振幅のパルスとな

っている．これらの図から，強震動パルスが震源に起源を

有するものであることは明確である． 

同様に，福島県沖の SPGA7（図-2.6）からの強震動パル

スの伝播の様子を示したものが図-2.7である．さらに，茨

城県沖の SPGA8（図-2.6）からの強震動パルスの伝播の様

子を示したものが図-2.8 である．これらの図においても，

強震動パルスが震源に起源を有するものであることが確認

できる． 

 

2.2 2003 年十勝沖地震 

2003 年十勝沖地震は密な強震観測（Kinoshita, 1998；Aoi 

et al., 2000）によって初めて観測された海溝型巨大地震で

ある．図-2.9の黒線は，2003 年十勝沖地震の際，十勝支庁

の 2 つの観測点（TKCH07，TKCH02）で観測された 0.2-1Hz

の帯域の速度波形を示したものである（いずれも地表の記

録）．なお，観測点の位置を図-2.10に示す．ここでも，速

度波形には明瞭なパルスが認められる．また，パルスの形

状や周期特性には，内陸地殻内地震による強震動パルス（図

-2.2）との類似性が見られる． 
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図-2.9 黒線は 2003 年十勝沖地震の際に観測された強震動パルスの例．赤線は SPGA モデルによるパルスの再現結果（3.

参照）．いずれも 0.2-1Hz の帯域の速度波形． 

 

 
図-2.10 2003 年十勝沖地震を対象として，強震動パルスの再現を目的として作成された震源モデル（野津・菅野，2006）

と図-2.9に強震動パルスの事例を示した観測点 

 

2.3 1978 年宮城県沖地震 

1978 年宮城県沖地震では，建設省土木研究所（当時）が

石巻市の開北橋（地盤）において強震記録を取得している

（建設省土木研究所，1978）．開北橋の位置を図-2.11に示

す．図-2.12 の黒線は，この記録に対して，0.2-1Hz の帯域

の速度波形を示したものである．ここでも，速度波形には

明瞭なパルスが認められる．また，パルスの形状や周期特

性には，内陸地殻内地震による強震動パルス（図-2.2）と

の類似性が見られる． 
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図-2.11 1978 年宮城県沖地震を対象として，強震動パルスの再現を目的として作成された震源モデルと開北橋の位置．

震源モデルとしては野津・菅野（2006）のものと松島・川瀬（2006）のものを表示． 

 

 

 

図-2.12 黒線は 1978 年宮城県沖地震の際に観測された強震動パルスの例．赤線は SPGA モデルによるパルスの再現結果

（3.参照）．いずれも 0.2-1Hz の帯域の速度波形（横軸は図-2.1，図-2.2等と揃えている）． 

 

3. 強震動パルスの再現を目的として作成された震源

モデル 

 

 本章では，海溝型巨大地震による強震動パルスの再現を

目的として作成された既存の震源モデルについて整理を行

う． 

 

3.1 整理の対象とする震源モデルとサブイベントの呼称 

 震源のモデル化において，ひとつの理想は，すべての周

波数帯域の地震動を精度良く再現できることである．しか

しながら，実際には，広帯域での地震動をまんべんなく再

現することを目的として設定された震源モデルが，必ずし

も強震動パルスの再現に適していない場合がある．一例と

して，内陸地殻内地震の例ではあるが，2005 年福岡県西方

沖の地震（Mw6.5）について，震央の南東側に位置するア

スペリティについて複数の研究者が研究を行っているが，

広帯域の地震動（具体的には速度および加速度の包絡形状）

の再現を目的として設定された佐藤・川瀬（2006）の震源

モデルでは長さ 10km，幅 10km，面積 100km2 のアスペリ

ティが設定されているのに対し，周期 1 秒前後の強震動パ
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ルスの再現を目的として設定された川瀬他（2006）および

野津（2011）の震源モデルでは長さ 3～4km，幅 5km，面

積 15～20km2 のアスペリティが設定されている．同様のこ

とは，海溝型巨大地震の震源モデルにもあてはまると考え

られるため，ここでは，海溝型巨大地震による強震動パル

スの再現を目的として作成された震源モデルについて整理

を行う．ただし，海溝型巨大地震のみではデータ数が十分

でないため，ここでは，巨大地震と呼ぶにはやや規模の小

さい海溝型地震を含めて検討を行う． 

 表-3.1に，強震動パルスの再現を目的として作成された

海溝型巨大地震（および，それよりやや規模の小さい海溝

型地震）の震源モデルを示す． 

 ここで，震源モデルを構成するサブイベントの呼称につ

いて，本研究での考え方を説明する． 

松島・川瀬（2006）は，1978 年宮城県沖地震を対象とし

た研究を行い，一辺が 4km 程度の矩形の破壊領域を用いれ

ば，開北橋等で観測されたパルス状の地震波の振幅と周期

を精度よく再現できることを示した上で，この矩形領域が，

この規模の地震に対して一般に仮定されるアスペリティよ

りもかなりサイズが小さいことから，この矩形領域はアス

ペリティそのものではなく，アスペリティ内部の不均質を

表現するものであると考え，これをスーパーアスペリティ

と名付けた．2011 年東北地方太平洋沖地震を対象とした野

津（2012a；2012b）の研究では，強震動パルスを再現する

ため，一辺が数 km 程度の矩形の破壊領域を設定し，それ

らに対して，松島・川瀬（2006）に倣い，スーパーアスペ

リティという名称を与えている． 

しかしながら，現時点では，「アスペリティ」という用語

の用いられ方自体，転換期にある．「アスペリティ」とはも

ともと，①常時は固着しており，②地震時に大きくすべっ

て，③強い地震波を出す，という3つの条件を満たす断層面

上の領域という意味であった．しかしながら，東北地方太

平洋沖地震においては，地震時に大きくすべった領域と強

震動を生成した領域とが必ずしも一致しないことが明らか

となってきており（例えばKurahashi and Irikura, 2011），ア

スペリティという用語は地震時に大きくすべった領域に対

して限定的に用いられるようになってきている．そのため，

断層面上で強震動を生成した領域に対してはSMGA（例え

ばMiyake et al., 2003）という用語を割り当てることも多く

なってきている．ただしSMGA自体は東北地方太平洋沖地

震を対象とした場合には一辺が数十km程度のものが設定

されており（Kurahashi and Irikura, 2011；浅野・岩田，2011；

佐藤，2011；川辺他，2011；Irikura and Kurahashi, 2012），

強震動パルスを生成したと考えられる領域はこれよりかな

り小さい．そこで，2.で述べたように，本研究では，断層

面上で強震動パルスを生成したと考えられる領域を強震動

パルス生成域（Strong-motion Pulse Generation Area, SPGA）

と定義する．従って，松島・川瀬（2006）や野津（2012a；

2012b）の研究でスーパーアスペリティと呼ばれていたもの

を本研究ではSPGAと呼ぶ．また，1968年十勝沖地震，1978

年宮城県沖地震，2003年十勝沖地震，2005年宮城県沖の地

震を対象とする野津・菅野（2006）および港湾空港技術研

究所地震動研究チーム（2010）の研究では，やはり強震動

パルスの再現を目的としてサブイベントが設定されている．

それらは，文献の中ではアスペリティと呼ばれているが，

上記の定義に照らし，本研究の中ではそれらをSPGAと呼ぶ． 

東北地方太平洋沖地震に対して推定されているSPGA（野

津，2012a；2012b）とSMGA（Irikura and Kurahashi, 2012）

の位置を比較してみると，図-3.1に示すように，概ね前者

が後者に含まれる関係にある．一部のSPGAはSMGAの外に

あるが，これは，SPGAとSMGAの位置の決定精度の問題と

考えられる．ここには示していないが，他の地震について

も，SPGAがSMGAに含まれる関係にある場合が多い．従っ

て，SPGAはSMGA内部の不均質の一表現であると考えられ

る． 

 

 
図-3.1 東北地方太平洋沖地震を対象とした SPGA（野津，

2012a；2012b）と SMGA（Irikura and Kurahashi, 2012）の位

置の比較 
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表-3.1 強震動パルスの再現を目的として作成された海溝型巨大地震（および，それよりやや規模の小さい海溝型地震）

の震源モデル 

地震名 M0* Mw 文献 文献中で 本研究で ρ β Vr SSPGA** M0SPGA ASPGA

Nm の呼称 の呼称 kg/m3 km/s km/s km2 Nm Nm/s2

1968年 2.80E+21 8.2 野津・菅野（2006） Asperity-1 SPGA1 3.1E+03 3.9 3.0 128 7.20E+19 1.47E+20
十勝沖地震  Asperity-2 SPGA2 3.1E+03 3.9 3.0 64 1.80E+19 7.36E+19

 Asperity-3 SPGA3 3.1E+03 3.9 3.0 4 2.30E+18 1.50E+20
1978年 3.10E+20 7.6 松島・川瀬（2006） SA SPGA 3.1E+03 3.9 3.0 16 1.20E+19 -
宮城県沖地震 野津・菅野（2006） Asperity-1 SPGA1 3.1E+03 3.9 3.0 12 1.20E+19 2.62E+20

 Asperity-2 SPGA2 3.1E+03 3.9 3.0 9 4.80E+18 1.40E+20
2003年 8.21E+20 7.9 野津・菅野（2006） Asperity-1 SPGA1 3.1E+03 3.9 3.0 72 4.20E+19 1.53E+20
十勝沖地震  Asperity-2 SPGA2 3.1E+03 3.9 3.0 48 2.10E+19 1.14E+20

 Asperity-3 SPGA3 3.1E+03 3.9 3.0 16 2.40E+18 3.92E+19
2005年 5.43E+19 7.1 港湾空港技術研究所 Asperity-1 SPGA1 3.1E+03 3.9 3.0 10.5 5.00E+18 1.25E+20
宮城県沖の地震  地震動研究チーム（2010） Asperity-2 SPGA2 3.1E+03 3.9 3.0 5 2.00E+18 1.05E+20
2011年 3.80E+22 9.0 野津（2012a；2012b） SA1_1 SPGA1 3.1E+03 3.9 3.0 6 8.00E+18 3.49E+20
東北地方太平洋沖地震 SA1_2 SPGA2 3.1E+03 3.9 3.0 12 8.00E+18 1.74E+20

SA1_3 SPGA3 3.1E+03 3.9 3.0 8 4.00E+18 1.31E+20
SA2 SPGA4 3.1E+03 3.9 3.0 10.5 2.10E+19 5.23E+20
SA3_1 SPGA5 3.1E+03 3.9 3.0 12 3.00E+18 6.54E+19
SA3_2 SPGA6 3.1E+03 3.9 3.0 12 3.00E+18 6.54E+19
SA3_3 SPGA7 3.1E+03 3.9 3.0 12 5.00E+18 1.09E+20
SA4 SPGA8 3.1E+03 3.9 3.0 24 9.00E+18 9.81E+19
SA5 SPGA9 3.1E+03 3.9 3.0 49 2.00E+19 1.07E+20

*M0は原則としてF-net．ただし，1968年十勝沖地震のM0はKanamori(1971)，1978年宮城県沖地震のM0はSeno et al.(1980)，

　　2011年東北地方太平洋沖地震のM0はKoketsu et al.(2011)

**SSPGAの推定結果は，Vrの仮定に依存し，かなりの不確実性を伴うと考えられる．  

3.2 各震源モデルで用いられている強震波形計算手法 

1978 年宮城県沖地震を対象とした松島・川瀬（2006）の

震源モデルを除き，それ以外のすべての震源モデルでは，

経験的サイト増幅・位相特性を考慮した強震動評価手法（古

和田他，1998；野津・菅野，2006；野津・菅野，2008；野

津他，2009）が用いられている．この方法は，本質的には，

オメガスクエアモデル（Aki, 1967）に従う震源スペクトル

と伝播経路特性，サイト増幅特性（野津他，2007）を考慮

した中小地震波形を作成し，これを入倉他（1997）の波形

合成法に従って重ね合わせることにより，SPGA からの地

震動を計算するものである．従って，合成の結果として得

られる各 SPGA の震源スペクトルはオメガスクエアモデル

に従うことになり，変位震源スペクトルの低周波側のフラ

ットレベル（低周波レベル）と，加速度震源スペクトルの

高周波側のフラットレベル（高周波レベル）が存在する．

そこで，これらを，M0SPGAおよび ASPGAとして表-3.1に示

している．波形合成法の詳細については上記の文献を参照

されたい． 

1978 年宮城県沖地震を対象とした松島・川瀬（2006）の

震源モデルでは，波形合成に，水平成層構造の理論的グリ

ーン関数が用いられている．従って，この場合，ASPGAは不

明であるため，表-3.1 には示していない． 

 

3.3 各震源モデルによる強震動パルスの再現性 

 以下，個別の震源モデルによる強震動パルスの再現性に

ついて見ていく． 

2011 年東北地方太平洋沖地震を対象とした野津

（2012a；2012b）の震源モデルでは，宮城県沖から茨城県

沖にかけて，一辺が数 km 程度の 9 つの SPGA が設定され

ており（図-2.3），これにより，各地で観測された 0.2-1Hz

の帯域の速度波形（パルス状のものを含む）が精度良く再

現されている．代表例として，2.1 で言及した 5 地点にお

ける強震動パルスの再現結果を，図-2.1 に赤線で示してい

る．これらのパルスは十分な精度で再現されていると考え

られる．なお，IBR007 では後続位相が過大評価となってい

るが，これは表層地盤の非線形挙動を考慮していないこと

による可能性がある． 

 2003 年十勝沖地震を対象とした野津・菅野（2006）の震

源モデルでは，波形インバージョン結果（Nozu and Irikura, 

2008）に基づき，襟裳岬東方沖，釧路沖，および十勝支庁

の海岸線付近の深部の三箇所に SPGA が設定されており

（図-2.10），これにより，各地で観測された 0.2-1Hz の帯

域の速度波形（パルス状のものを含む）が精度良く再現さ

れている．代表例として，2.2 で言及した 2 地点における

強震動パルスの再現結果を，図-2.9 に赤線で示している．

これらのパルスは十分な精度で再現されていると考えられ

る． 

 1978 年宮城県沖地震を対象とした野津・菅野（2006）の

震源モデルでは，図-2.11 に示すように二箇所に SPGA が

設定されており，これにより，開北橋で観測された 2 つの
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強震動パルスが精度良く再現されている（図-2.12）．なお，

図-2.11には松島・川瀬（2006）の震源モデルにおける SPGA

の位置を同時に示しているが，これは野津・菅野（2006）

の SPGA1 とほぼ同じ位置にあり，これらは互いに対応す

るものであると考えられる．松島・川瀬の震源モデルにお

いても，開北橋で観測された 2 つの強震動パルスのうちの

1 つ目が精度良く再現されている．両者の SPGA のパラメ

ターを比較すると，地震モーメントは同一となっており（表

-3.1），面積についても，松島・川瀬（2006）の SPGA が

16km2 であるのに対し，野津・菅野（2006）の SPGA1 は

12km2 となっており，大きくは異ならない結果となってい

る．両者の波形計算手法が異なるにも関わらず，SPGA サ

イズの推定結果があまり異ならないのは，SPGA 内部の破

壊伝播に要する時間が強震動パルスの幅と関係しており，

この関係自体は，波形の計算に用いる手法には依存しない

ためであると考えられる．また，両者が仮定している破壊

伝播速度が同一であること（表-3.1）がこのような一致の

前提になっているものと考えられる．いずれにしても，松

島・川瀬の SPGA と野津・菅野の SPGA1 は同一のものと

考えられるため，以後の検討において，1978 年宮城県沖地

震を対象とする場合には，専ら野津・菅野の SPGA につい

て検討を行う． 

 この他，煩雑になるのでここには示していないが，1968

年十勝沖地震（Mw8.2）については，野津・菅野（2006）

が震源モデルを示している．この地震の際，八戸港および

青森港で得られた強震記録は，いずれも堆積層の影響を大

きく受けており，後続位相が発達しているため，いずれも，

パルスだけが目立つような波形とはなっていない．しかし，

上記の震源モデルにより，0.2-1Hz の帯域の波形（震源から

の直達波を含む）が精度良く再現できているため，以下に

おいては野津・菅野（2006）の震源モデルを解析対象に加

える．また，2005 年宮城県沖の地震については，港湾空港

技術研究所地震動研究チーム（2010）の震源モデルにより，

開北橋で観測されたパルス状の波形が精度良く再現されて

いるため，以下においてはこれを検討対象に加える． 

 

4. 強震動パルス生成域のスケーリング 

 

4.1 震源スペクトルの特性 

 対象とする震源モデルにおいては，各々の SPGA から放

射される地震波は入倉他（1997）の方法で計算されている

ので，対応する震源スペクトルは，近似的にはオメガスク

エアモデル（Aki, 1967）に従うことが期待される．そこで，

表-3.1に示すすべての SPGA に対して，変位，速度，加速

度の震源スペクトルがオメガスクエアモデルに従うものと

仮定して，それらをプロットしたものが図-4.1である（た

だし 1978 年宮城県沖地震に対しては野津・菅野（2006）の

SPGA）．また，図-4.2 は，地震間の比較をより行いやすく

するため，各地震において最大（速度震源スペクトルのピ

ーク値が最大）の SPGA を取りだして比較を行ったもので

ある．なお，これらの図において，ハッチング部分は，本

研究において主に着目する周波数帯域（0.2-1Hz）を示した

ものである． 

 図-4.1 および図-4.2 から先ずわかることは，いずれの

SPGA に対しても，速度震源スペクトルのピークは 0.2-1Hz

の範囲に存在しているということである．ただし，このこ

と自体は，時間領域において，0.2-1Hz の帯域の速度波形に

表れているパルスを対象として解析を行っているためであ

り，当然とも言える． 

 次に，地震間の比較に移ると，非常に顕著な特徴として，

2011 年東北地方太平洋沖地震の方が，1968 年十勝沖地震や

2003 年十勝沖地震と比較して，全体としての地震規模は大

きいにも関わらず，速度震源スペクトルのピークがより高

周波側に存在していることを指摘できる．また，このこと

に関連して，低周波側（0.2Hz～0.3Hz）では，2011 年東北

地方太平洋沖地震の方が，1968 年十勝沖地震や 2003 年十

勝沖地震よりも震源スペクトルの値が小さい．このことは，

「東北地方太平洋沖地震は短周期成分が卓越する地震であ

った」とする認識（大野，2011；境・神田，2011）と整合

するものである．東北地方太平洋沖地震は，その規模にも

関わらず，固有周期が 4-5 秒程度の構造物にとって厳しい

地震動成分をあまり出していなかったことになる．一方，

岸壁に対して最も影響を及ぼしやすいと考えられる周波数

帯域（0.3-1Hz）に着目すると，東北地方太平洋沖地震は 1968

年十勝沖地震や 2003 年十勝沖地震と同程度に厳しい震源

特性を有していたと考えられる． 

 

4.2 地震規模に対するスケーリング 

 次に，SPGA の低周波レベル M0SPGAおよび高周波レベル

ASPGAと地震規模 Mw との関係を検討する． 

図-4.3（上）は，SPGA の低周波レベルと Mw との関係

を示したものである．ここで黒丸は個々の SPGA の低周波

レベル，赤丸は低周波レベルの総和（単純なたし算）であ

る．低周波レベルに関して一般的に想定されることの多い

スケーリングは，全地震モーメント M0 の 1 乗に比例する

とするものである．図-4.3（上）の右上がりの直線はこの

関係を満たす直線であるが（Mw≦7.9 のデータを用いたフ

ィッティング），およそ Mw=7.9 を境としてそれより規模の

大きい側では，SPGA の低周波レベルはこの関係に従わず，

飽和する傾向が読みとれる．この関係は次式で表される． 
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図-4.1 すべての SPGA に対応する震源スペクトルのプロット 

（左から変位，速度，加速度の震源スペクトル） 

 

 
図-4.2 各地震で最大のSPGAに対応する震源スペクトルのプロット 

（左から変位，速度，加速度の震源スペクトル） 

 

log10(M0SPGAの総和)=1.5 Mw +8.0 (Mw≦7.9)        (1) 

log10(M0SPGAの総和)=19.9       (Mw≧7.9)        (2) 

 

つまり，Mw=7.9 を越えて地震規模が大きくなる場合，増加

分のモーメントの大部分は強震動パルスの生成に寄与しな

いように見える．これは，増加分のモーメントがあまり大

きなすべり速度を伴わずに解放されるためであると考えら

れる．なお，Mw≦7.9 では M0 に対する M0SPGA の割合は平

均して 8%程度である． 

 以上の低周波レベルに関する検討から，およそ Mw=7.9

を境として，それより規模の小さい側と大きい側で傾向が

異なることがわかったので，以下においては主に Mw≧7.9

のデータに着目する． 

図-4.3（中）は，SPGA の高周波レベルと Mw との関係

を示したものである．ここでも，黒丸は個々の SPGA の高

周波レベル，赤丸は高周波レベルの総和（自乗和平方根）

である．図-4.3（下）は SPGA の個数と Mw との関係を示

したものである．SPGA の高周波レベルのイベント内平均

値と，高周波レベルの総和との間には，個数 N を介して次

の関係がある． 

 

（ASPGAの総和）=N1/2（ASPGAの平均）           (3) 

 

以下においては，図-4.3（中）（下）を併せて考察する．ま

ず，高周波レベルの総和（Mw≧7.9 のデータ）と，全地震

モーメントの 0 乗，1/6 乗，1/3 乗，1/2 乗，2/3 乗，5/6 乗，

1 乗との関係を検討し，最も残差が小さくなるものを選ん

だところ，1/3 乗が選択された．このときの回帰直線を図

-4.3（中）に赤で示す．また，これを式で表すと 

 

log10(ASPGAの総和)=0.5 Mw +16.31  (Mw≧7.9)     (4) 

 

となる．一方，個々の SPGA の高周波レベル（Mw≧7.9 の

データ）と全地震モーメントとの関係を同様に検討したと 
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図-4.3 SPGA の低周波レベル，高周波レベルおよび SPGA の数と地震規模との関係 

（中段の図の二つの回帰直線は個々の ASPGAと ASPGAの総和に対応） 

 

ころ，最も残差が小さくなるのは 1/6 乗の場合であった．

このときの回帰直線を図-4.3（中）に黒で示す．さらに，

SPGA の個数（Mw≧7.9 のデータ）と全地震モーメントと

の関係を同様に検討したところ，最も残差が小さくなるの 
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図-4.4 個々の SPGA の低周波レベル 

 
図-4.5 個々の SPGA の低周波レベルの全体に占める割合（足すと 1 になる） 

 

 
図-4.6 個々の SPGA の高周波レベル 

 
図-4.7 個々の SPGA の高周波レベルの全体に占める割合（自乗して足すと 1 になる） 

 

は 1/3 乗の場合であった．このときの回帰直線を図-4.3

（下）に赤で示す．これらの関係を式(3)に代入すると，左

辺，右辺とも，全地震モーメントの 1/3 乗に比例すること

になるので，矛盾はないことになる．高周波レベルの総和

が全地震モーメントの 1/3 乗に比例する関係は，壇他

（2001）や佐藤（2010）の示した関係とも整合する． 
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 ここまで行ってきた低周波レベルおよび高周波レベルの

総和に関する検討結果をもとに，予測問題においては，地

震全体の規模が与えられれば，式(2)および式(4)によって，

SPGA の低周波レベルと高周波レベルの総和を推定するこ

とができるものと考えられる（Mw≧7.9 の場合）． 

 ただし，強震動予測の実務においては，SPGA の低周波

レベルと高周波レベルの総和がわかるだけでは不十分であ

り，個々の SPGA におけるそれらの値，または，全体に占

める割合が必要となる． 

そこで，表-3.1 に示す個々の SPGA の低周波レベルを，

イベント内で大きい順にプロットしたものが図-4.4 であ

る．また，個々の SPGA の低周波レベルが全体に占める割

合を，イベント内で大きい順にプロットしたものが図-4.5

である．図-4.5から，イベント内で第一位の SPGA の低周

波レベルが全体に占める割合は，2011 年東北地方太平洋沖

地震とその他の地震で傾向が異なることがわかるが，Mw

≧7.9 の地震に対してあえて平均をとれば 0.56 となる．ま

た，イベント内で第二位の SPGA の低周波レベルが全体に

占める割合は地震間でのばらつきが比較的少なく，Mw≧

7.9 の地震に対して平均をとれば 0.25 となる．残りの 0.19

が第三位以下の SPGA によって賄われていることになる． 

同じように，表-3.1に示す個々の SPGA の高周波レベル

を，イベント内で大きい順にプロットしたものが図-4.6で

ある．また，個々の SPGA の高周波レベルが全体に占める

割合を，イベント内で大きい順にプロットしたものが図

-4.7 である．図-4.6 から，2011 年東北地方太平洋沖地震

は，SPGA の個数が多いだけでなく，個々の SPGA が高周

波成分を多く出していた地震であったことがわかる．図

-4.7 から，イベント内で第一位の SPGA の高周波レベルが

全体に占める割合は地震間でのばらつきが比較的少なく，

Mw≧7.9 の地震に対して平均をとれば 0.74 となる．また，

イベント内で第二位の SPGA の高周波レベルが全体に占め

る割合も地震間でのばらつきが比較的少なく，Mw≧7.9 の

地震に対して平均をとれば 0.58 となる．残りの 0.35 が第

三位以下の SPGA によって賄われていることになる． 

 

5. まとめと今後の課題 

 

本稿の最初に述べたように，2011 年東北地方太平洋沖地

震の際，震源断層に比較的近い宮城県から茨城県にかけて

の多くの地点で観測された 0.2-1Hz の帯域の速度波形は明

瞭なパルスによって特徴付けられている．これらの強震動

パルスは，構造物に対して影響を及ぼしやすい周波数帯域

に表れているという点で，内陸地殻内地震による強震動パ

ルスと共通の特徴を有していると言える．海溝型巨大地震

がもたらす強震動パルスも構造物に大きな影響を及ぼす可

能性があり，今後，海溝型巨大地震に対する強震動予測，

特に耐震設計を目的とする強震動予測を行う場合には，強

震動パルスの生成を意識した震源のモデル化を行うことが

重要と考えられる．本稿においては，まず，海溝型巨大地

震による強震動パルスの生成事例について確認を行った．

次に，それらの再現を目的として構築された既往の震源モ

デルを整理し，強震動パルスを生じたと考えられる領域（強

震動パルス生成域）の諸特性と地震規模との関係を調べた．

本研究で得られた主な結論は以下の通りである． 

①2011 年東北地方太平洋沖地震のみならず，2003 年十勝沖

地震，1978 年宮城県沖地震など，強震記録の得られてい

る多くの海溝型巨大地震（またはそれよりやや規模の小

さい海溝型地震）において強震動パルスが観測されてい

る．これらの強震動パルスが震源に起源を有するもので

あることは明確である．また，これらの強震動パルスは，

形状や周期特性などの点で内陸地殻内地震による強震

動パルスとの共通性が認められる． 

②海溝型巨大地震による強震動パルスの再現を目的として

作成された既存の震源モデルについて整理を行った．強

震動パルスをもたらしたサブイベントの呼称について

は，既往の研究では「スーパーアスペリティ」という呼

称も用いられているが，現時点では「アスペリティ」と

いう用語の用いられ方自体が転換期にあることを考慮

し，本研究では「強震動パルス生成域（Strong-motion Pulse 

Generation Area, SPGA）」と呼ぶことを提案した．SPGA

の特徴の一つは，既往の研究で設定されている SMGA と

比較して面積が大幅に小さいという点である． 

③SPGA の低周波レベルおよび高周波レベルと地震全体の

規模との関係を検討したところ，Mw=7.9 よりも規模の大

きい側では，SPGA の低周波レベルの総和は飽和する傾

向が認められた．一方，高周波レベルの総和は，全体の

モーメントの 1/3 乗に比例して増加する傾向が認められ

た． 

本研究で得られた経験式は，海溝型巨大地震を対象とす

る当面の強震動予測では有用なものであると考えられるが，

強震記録の得られている海溝型巨大地震はまだ少ないため，

得られた経験式は比較的少数のデータから得られたもので

あるという限界がある．従って，今後さらに事例を蓄積し

て信頼性を向上させる必要がある．また，得られた経験式

の物理的解釈がまだ十分に出来ていないという問題点もあ

り，今後の課題である． 

 

 （2012年4月27日受付） 

 



- 21 - 

謝辞 

本研究を実施するにあたり，入倉孝次郎京都大学名誉教

授より御指導いただきました．心より御礼申し上げます．

また，（株）ニュージェックの山田雅行博士からも種々の助

言をいただきました．さらに，本研究では（独）防災科学

技術研究所の K-NET，KiK-net，国土技術政策総合研究所

地震防災研究室，JR，California Geological Survey の強震記

録を利用しました．感謝の意を表します．なお JR の波形

は JR 警報地震計（FD シリアル番号 R-087）（中村他，1995）

によります． 

 

参考文献 

浅野公之・岩田知孝（2011）：2011 年東北地方太平洋沖地

震の広帯域強震動生成と震源破壊過程の関係，日本地

震学会講演予稿集，A11-06. 

入倉孝次郎（1996）：阪神大震災を引き起こした強震動，京

都大学防災研究所年報，No.39A，pp.229-245. 

入倉孝次郎・香川敬生・関口春子（1997）：経験的グリーン

関数を用いた強震動予測方法の改良，日本地震学会講

演予稿集，No.2，B25． 

大野 晋（2011）：2011 年東北地方太平洋沖地震で観測さ

れた強震動，第 39 回地盤震動シンポジウム，日本建築

学会，pp.13-20． 

釜江克宏・入倉孝次郎（1997）：1995 年兵庫県南部地震の

断層モデルと震源近傍における強震動シミュレーショ

ン，日本建築学会構造系論文集，Vol.500，pp.29-36. 

川瀬 博・佐藤智美・包仁満都拉・梅田尚子（2006）：2005

年福岡県西方沖地震：強震動とその構造物破壊能およ

び推定理論震源モデル，第 12 回日本地震工学シンポジ

ウム論文集，pp.162-165． 

川辺秀憲・釜江克宏・上林宏敏（2011）：2011 年東北地方

太平洋沖地震の震源モデル，日本地震学会講演予稿集，

B22-05. 

建設省土木研究所（1978）：土木構造物における加速度強震

記録（No.2），土木研究所彙報，第 33 号． 

港湾空港技術研究所地震動研究チーム（2010）：2005 年 8

月 16 日宮城県沖の地震（M7.2）の特性化震源モデル，

http://www.pari.go.jp/bsh/jbn-kzo/jbn-bsi/taisin/sourcemod

el/somodel_2005miyagikenoki.html. 

古和田明・田居 優・岩崎好規・入倉孝次郎（1998）：経験

的サイト増幅・位相特性を用いた水平動および上下動

の強震動評価，日本建築学会構造系論文集，Vol.514，

pp.97-104. 

境 有紀・神田和紘（2011）：東北地方太平洋沖地震で発生

した地震動と建物被害，第 39 回地盤震動シンポジウム，

日本建築学会，pp.51-56． 

境 有紀・纐纈一起・神野達夫（2002）：建物被害率の予測

を目的とした地震動の破壊力指標の提案，日本建築学

会構造系論文集，No.555，pp.85-91． 

佐藤智美（2010）：逆断層と横ずれ断層の違いを考慮した日

本の地殻内地震の短周期レベルのスケーリング則，日

本建築学会構造系論文集，No.651，pp.923-932． 

佐藤智美（2011）：経験的グリーン関数法に基づく 2011 年

東北地方太平洋沖地震の震源モデルの推定と震源パラ

メータのスケーリング則の考察，日本地震学会講演予

稿集，B22-04. 

佐藤智美・川瀬 博（2006）：経験的グリーン関数法に基づ

く 2005 年福岡県西方沖地震の特性化震源モデルの推

定，第 12 回日本地震工学シンポジウム論文集，

pp.170-173． 

壇 一男，渡辺基史，佐藤俊明，石井 透（2001）：断層の

非一様すべり破壊モデルから算定される短周期レベル

と半経験的波形合成法による強震動予測のための震源

断層のモデル化，日本建築学会構造系論文集，No.545，

pp.51-62． 

中村 豊・上半文昭・井上英司（1995）：1995 年兵庫県南

部地震の地震動記録波形と分析（Ⅱ），JR 地震情報

No.23d，（財）鉄道総合技術研究所ユレダス開発推進部． 

野津 厚（2010）：海溝型巨大地震による周期 1-5 秒の帯域

の地震動の予測手法について，日本地震学会講演予稿

集，B12-04. 

野津 厚（2011）：内陸地殻内地震によるやや短周期地震動

の再現に適した震源のモデル化手法，港湾空港技術研

究所報告，Vol.50，pp.133-195. 

野津 厚（2012a）：2011 年東北地方太平洋沖地震を対象と

したスーパーアスペリティモデルの提案，日本地震工

学会論文集，Vol.12（掲載予定）． 

野津 厚（2012b）：強震動を対象とした 2011 年東北地方太

平洋沖地震の震源モデル，港湾空港技術研究所報告，

Vol.51（印刷中）． 

野津 厚・井合 進・一井康二・沼田淳紀（2000）：ケーソ

ン式岸壁の変形に寄与する地震動の周波数成分，レベ

ル 2 地震に対する土構造物の耐震設計シンポジウムお

よび講習会テキスト，pp.311-318． 

野津 厚・菅野高弘（2006）：経験的サイト増幅・位相特性

を考慮した強震動評価手法－内陸活断層地震および海

溝型地震への適用性の検討－，港湾空港技術研究所資

料，No.1120. 

野津 厚・菅野高弘（2008）：経験的サイト増幅・位相特性

を考慮した強震動評価手法－因果性と多重非線形効果



- 22 - 

に着目した改良－，港湾空港技術研究所資料，

No.1173，. 

野津 厚・長尾 毅・山田雅行（2007）：スペクトルインバ

ージョンに基づく全国の強震観測地点におけるサイト

増幅特性とこれを利用した強震動評価事例，日本地震

工学会論文集，Vol.7，pp.215-234. 

野津 厚・長尾 毅・山田雅行（2009）：経験的サイト増幅・

位相特性を考慮した強震動評価手法の改良－因果性を

満足する地震波の生成－，土木学会論文集 A，Vol.65，

pp.808-813. 

野津 厚・若井 淳（2011）：港湾地域強震観測年報（2010），

港湾空港技術研究所資料，No.1243. 

松島信一・川瀬 博（2006）：海溝性地震におけるスーパー

アスペリティモデルの提案，月刊地球号外，No.55，

pp.98-102. 

Aki, K. (1967): Scaling law of seismic spectrum, J. Geophys. 

Res., Vol.72, pp.1217-1231. 

Aoi, S., K. Obara, S. Hori, K. Kasahara and Y. Okada (2000): 

New strong-motion observation network: KiK-net, Eos 

Trans. Am. Geophys. Union, Vol.81, p.329. 

Irikura, K. and S. Kurahashi (2012): Strong ground motions 

during the 2011 Pacific coast of Tohoku, Japan, earthquake, 

http://www.kojiro-irikura.jp/pdf/One-year-after-the-2011-T

ohoku_irikura_revised.pdf. 

Kinoshita, S. (1998): Kyoshin Net (K-net), Seim. Res. Lett., Vol. 

69, pp.309-332. 

Kurahashi, S. and K. Irikura (2011): Source model for 

generating strong ground motions during the 2011 off the 

Pacific coast of Tohoku Earthquake, Earth Planets Space, 

Vol.63, pp.571-576. 

Miyake, H., T. Iwata and K. Irikura (2003): Source 

characterization for broadband ground-motion simulation: 

kinematic heterogeneous source model and strong motion 

generation area, Bull. Seism. Soc. Am., Vol.93, 

pp.2531-2545. 

Nozu, A. and K. Irikura (2008): Strong-motion generation areas 

of a great subduction-zone earthquake: waveform inversion 

with empirical Green's functions for the 2003 Tokachi-oki 

earthquake, Bull. Seism. Soc. Am., Vol.98, pp.180-197. 

Wald, D.J., T.H. Heaton and K.W. Hudnut (1996): The slip 

history of the 1994 Northridge, California, earthquake 

determined from strong-motion, teleseismic, GPS, and 

leveling data, Bull. Seism. Soc. Am., Vol.86, pp.S49-S70. 

 



- 23 - 

付録 A 強震動パルス生成域のパラメター間の関係 

 

本文では，強震動パルス生成域（SPGA）の諸特性のう

ち，特に低周波レベル M0SPGA と高周波レベル ASPGAを対象

に検討を行ったが，ここでは，これらのパラメターと，時

間領域におけるパルスの特性との間にどのような関係があ

るか，補足的な考察を行った． 

 

A.1 時間領域でのパラメター 

 図-2.1，図-2.9，図-2.12 に見られるような強震動パル

スを直接規定するパラメターは時刻歴波形上での振幅と時

間幅（パルス幅）である．ただし，個々の強震動パルスは

震源距離の影響やサイト特性の影響を含んでいるため，観

測された強震動パルスの振幅と時間幅そのものを震源パラ

メターとして比較検討することはできない． 

そこで，ここでは，観測された強震動パルスから伝播経

路特性とサイト特性を deconvolution し，震源から単位距離

だけ離れた地点の地震基盤での速度波形を求めることを考

える．ただし，ここではフーリエ振幅特性のみならずフー

リエ位相特性の観点からも，伝播経路特性とサイト特性を

deconvolution する必要がある．この操作は誤差をもたらす

場合があり，必ずしも容易ではない．そこで，ここでは，

これと等価な操作として，表-3.1 の震源モデルに基づき，

単位距離における地震基盤での速度波形を計算する．こう

して計算した速度波形に伝播経路特性とサイト特性を

convolution したものが観測点における合成波形であり，こ

れは 3.3で見たように，0.2-1Hz の帯域で観測波形と良く一

致するので，ここで計算した速度波形を，観測波形から伝

播経路特性とサイト特性をdeconvolutionしたものと見なす

ことができるものと考えられる． 

このような考え方で，野津（2012a；2012b）の震源モデ

ルに基づき，図-2.1に示した MYGH12 と仙台-G の 2 地点

を対象として，SPGA4 から単位距離だけ離れた地点の地震

基盤での速度波形を計算した結果を図-A.1 に示す．ここで

MYGH12 と仙台 -G に対する計算結果が異なるのは，

azimuth および take off angle の違いによる． 

なお，図-A.1では，計算結果の速度波形に比例係数であ

る 4πρβ3/Rθφ/FS/PRTITN を乗じたものを示している．

ここにρは密度，βは S 波速度，Rθφはラディエーション

係数，FS は自由表面による増幅の効果を表す係数，PRTITN

は地震動エネルギーの水平 2 成分への分配係数である．こ

の係数を乗じることにより，図-A.1に示す波形のフーリエ

スペクトルは速度震源スペクトルに一致する． 

同様に，他の SPGA に対しても「単位距離における地震

基盤上での速度波形」を計算した．これらの波形は，震源

距離の影響やサイト特性の影響を含まないので，その振幅

と時間幅は震源の特性を表すと考えることが出来るため，

SPGA の特徴を規定するパラメターの一つであると考えら

れる． 

 

A.2 周波数領域でのパラメター 

次に，時間領域における振幅と時間幅の情報を，周波数

領域に置き換えることを考える．A.1 に示した波形は速度

波形であるから，そのフーリエスペクトル（速度震源スペ

クトル）は，その形状の如何に関わらず，低周波側および

高周波側でゼロに漸近し，中間的な周波数帯域にピークを

有する．そこで，時間領域における時間幅の情報は速度震

源スペクトルのピーク周波数 fpeak に，時間領域における振

幅の情報は速度震源スペクトルのピーク高さ Vmaxに，それ

ぞれ対応付けることができると考えられる．ここでは，表

-3.1 に示すすべての SPGA に対し，「単位距離における地

震基盤での速度波形」をフーリエ変換することにより fpeak

と Vmaxを求めた．その際，震源モデルを構築する際に参照

した複数の観測点に対する平均値を採用した． 

一方，表-3.1に示す震源モデルでは，各々の SPGA に対

応する震源スペクトルは，近似的にはオメガスクエアモデ

ル（Aki, 1967）に従うものとなっている．オメガスクエア

モデルに従う速度震源スペクトルは 

 

V f = M 0
2πf

1 + f
f c

2        (A1) 

 

で与えられる．ここに V(f)は速度震源スペクトル，fc はコ

ーナー周波数である．式(A1)は f= fc で最大値πfc M0をとる

という性質がある．そこで，表-3.1に示す SPGA の低周波

レベル M0SPGAおよび高周波レベル ASPGAをもとに，その間

を式(A1)でつなぐことにより，fpeak と Vmax を求めることも

できるが，このようにして求めた fpeak と Vmaxは，上で「単

位距離における地震基盤での速度波形」から求めた fpeak お

よび Vmaxと，図-A.2 に示すように良く対応する． 

このように，SPGA の低周波レベルおよび高周波レベル

と，時間領域におけるパルスの特性との間には対応関係が

あると考えられるので，振幅と時間幅といった時間領域に

おける特性を直接議論する代わりに，低周波レベルと高周

波レベルについて議論することが可能であると考えられる． 
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図-A.1  SPGA4 から単位距離だけ離れた地点の地震基盤での速度波形（0.2-1Hz） 

 

図-A.2 表-3.1に示す M0SPGA および ASPGAをもとに，その間を式(A1)でつないで得られる fpeak および Vmaxと，「単位距離

における地震基盤での速度波形」から得られる fpeak および Vmaxとの比較（赤は東北地方太平洋沖地震に関するプ

ロット，黒はそれ以外の地震に関するプロット） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Copyright ○C （2012）by PARI 
All rights reserved. No part of this book must be reproduced by any means without the written 
permission of the President of PARI 
 この資料は、港湾空港技術研究所理事長の承認を得て刊行したものである。したがって、本報告

書の全部または一部の転載、複写は港湾空港技術研究所理事長の文書による承認を得ずしてこれを

行ってはならない。 

 

港湾空港技術研究所資料 No.1257 
 
 

２０１２．９ 
 
 

編集兼発行人 独立行政法人港湾空港技術研究所 
 

発 行 所 独立行政法人港湾空港技術研究所 
               横 須 賀 市 長 瀬 ３ 丁 目 １ 番 １ 号 

                   TEL. 046(844)5040 URL. http://www.pari.go.jp/  
 

印 刷 所 株 式 会 社 シ ー ケ ン    

 



������������������������������������
���������������

������� ���������������������������������� ��
�������������������������������������

�������������������



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /@JustEditMark
    /00
    /ACaslonPro-Bold
    /ACaslonPro-BoldItalic
    /ACaslonPro-Italic
    /ACaslonPro-Regular
    /ACaslonPro-Semibold
    /ACaslonPro-SemiboldItalic
    /ADRIANA-Normal
    /AGaramondPro-Bold
    /AGaramondPro-BoldItalic
    /AGaramondPro-Italic
    /AGaramondPro-Regular
    /AkashiStd-Light
    /Alba
    /AlbaMatter
    /AlbaSuper
    /AMORIE-Normal
    /AntiqueStd-AN1
    /AntiqueStd-AN2
    /AntiqueStd-AN3
    /AntiqueStd-AN4
    /AntiqueStd-ANB
    /AntiqueStd-ANDB
    /AntiqueStd-ANH
    /AntiqueStd-ANL
    /AntiqueStd-ANM
    /AntiqueStd-ANR
    /AntiqueStd-ANU
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /Arisawa-Gyosho
    /Arisawa-Kaisho
    /ArnoPro-Bold
    /ArnoPro-BoldCaption
    /ArnoPro-BoldDisplay
    /ArnoPro-BoldItalic
    /ArnoPro-BoldItalicCaption
    /ArnoPro-BoldItalicDisplay
    /ArnoPro-BoldItalicSmText
    /ArnoPro-BoldItalicSubhead
    /ArnoPro-BoldSmText
    /ArnoPro-BoldSubhead
    /ArnoPro-Caption
    /ArnoPro-Display
    /ArnoPro-Italic
    /ArnoPro-ItalicCaption
    /ArnoPro-ItalicDisplay
    /ArnoPro-ItalicSmText
    /ArnoPro-ItalicSubhead
    /ArnoPro-LightDisplay
    /ArnoPro-LightItalicDisplay
    /ArnoPro-Regular
    /ArnoPro-Smbd
    /ArnoPro-SmbdCaption
    /ArnoPro-SmbdDisplay
    /ArnoPro-SmbdItalic
    /ArnoPro-SmbdItalicCaption
    /ArnoPro-SmbdItalicDisplay
    /ArnoPro-SmbdItalicSmText
    /ArnoPro-SmbdItalicSubhead
    /ArnoPro-SmbdSmText
    /ArnoPro-SmbdSubhead
    /ArnoPro-SmText
    /ArnoPro-Subhead
    /ARRGothicF1-Bold-Shadow
    /ARRGothicF1-Extra
    /ARRGothicF2-Ultra-Outline
    /ARRGothicF2-Ultra-Stencil
    /ARRomanF1-Medium-Bamboo
    /ARRomanF1-Medium-Gear
    /ARScriptF7-Bold
    /ARScriptF7-Bold-Outline-Stencil
    /ARScriptF7-Extra-Flooded
    /ASKaiSho-Bd
    /AsukaW06
    /A-TTCGothicMB101Regular
    /A-TTCGothicMB101RegularItalic
    /A-TTCRyuminLight
    /A-TTCRyuminLightItalic
    /A-TTCRyuminMedium
    /A-TTCRyuminMediumItalic
    /A-TTCRyuminRegular
    /A-TTCRyuminRegularItalic
    /A-TTCShinGoBold
    /A-TTCShinGoBoldItalic
    /A-TTCShinGoLight
    /A-TTCShinGoLightItalic
    /A-TTCShinGoMedium
    /A-TTCShinGoMediumItalic
    /BabyKruffy
    /Batang
    /BatangChe
    /BellGothicStd-Black
    /BellGothicStd-Bold
    /BickhamScriptPro-Bold
    /BickhamScriptPro-Regular
    /BickhamScriptPro-Semibold
    /BirchStd
    /BlackoakStd
    /BokutohNStd-Bold
    /BokutohNStd-DeBold
    /BokutohNStd-Heavy
    /BokutohNStd-Light
    /BokutohNStd-Medium
    /BokutohNStd-Regular
    /BokutohNStd-Ultra
    /BOOBSHELL-Normal
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /BookshelfSymbolSeven
    /BrushScriptStd
    /Calibri
    /Calibri-Bold
    /Calibri-BoldItalic
    /Calibri-Italic
    /CALM-Normal
    /Cambria
    /Cambria-Bold
    /Cambria-BoldItalic
    /Cambria-Italic
    /CambriaMath
    /Candara
    /Candara-Bold
    /Candara-BoldItalic
    /Candara-Italic
    /CandGGyokoku
    /CandGPGyokoku
    /CapieNStd-Bold
    /CapieNStd-DeBold
    /CapieNStd-Heavy
    /CapieNStd-Light
    /CapieNStd-Medium
    /CapieNStd-Regular
    /CapieNStd-Ultra
    /CARI-Normal
    /CAROLANN-Normal
    /Century
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CenturyOldstyleBold
    /CenturyOldstyle-Bold
    /CenturyOldstyleItalic
    /CenturyOldstyle-Italic
    /CenturyOldstyleRoman
    /CenturyOldstyle-Roman
    /ChaparralPro-Bold
    /ChaparralPro-BoldIt
    /ChaparralPro-Italic
    /ChaparralPro-Regular
    /CharlemagneStd-Bold
    /Chick
    /CHRISTINA-Normal
    /CLOSE-Normal
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /CONNOTE-Normal
    /Consolas
    /Consolas-Bold
    /Consolas-BoldItalic
    /Consolas-Italic
    /Constantia
    /Constantia-Bold
    /Constantia-BoldItalic
    /Constantia-Italic
    /CooperBlackStd
    /CooperBlackStd-Italic
    /Corbel
    /Corbel-Bold
    /Corbel-BoldItalic
    /Corbel-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /CRCandGBouquet
    /CRCandGReithic
    /Croobie
    /CRPCandGBouquet
    /CRPCandGReithic
    /CURVE-Normal
    /DejaVuSans
    /DejaVuSans-Bold
    /DejaVuSans-BoldOblique
    /DejaVuSansCondensed
    /DejaVuSansCondensed-Bold
    /DejaVuSansCondensed-BoldOblique
    /DejaVuSansCondensed-Oblique
    /DejaVuSans-ExtraLight
    /DejaVuSansMono
    /DejaVuSansMono-Bold
    /DejaVuSansMono-BoldOblique
    /DejaVuSansMono-Oblique
    /DejaVuSans-Oblique
    /DejaVuSerif
    /DejaVuSerif-Bold
    /DejaVuSerif-BoldItalic
    /DejaVuSerifCondensed
    /DejaVuSerifCondensed-Bold
    /DejaVuSerifCondensed-BoldItalic
    /DejaVuSerifCondensed-Italic
    /DejaVuSerif-Italic
    /DESIGN-Normal
    /DFBrushSQ-W12-WING-RKSJ-H
    /DFBrushSQ-W12-WINP-RKSJ-H
    /DFBrushSQ-W12-WIN-RKSJ-H
    /DFCraftSumi-W9-WING-RKSJ-H
    /DFCraftSumi-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFCraftSumi-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFGanKaiSho-W9-WING-RKSJ-H
    /DFGanKaiSho-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFGanKaiSho-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFGothic-EB-WIN-RKSJ-H
    /DFGothic-UB-WING-RKSJ-H
    /DFGothic-UB-WINP-RKSJ-H
    /DFGothic-UB-WIN-RKSJ-H
    /DFGyoSho-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFGyoSho-W7-WING-RKSJ-H
    /DFGyoSho-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFGyoSho-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFKakuPop-W9-WING-RKSJ-H
    /DFKakuPop-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFKakuPop-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFKanTeiRyu-XB-WING-RKSJ-H
    /DFKanTeiRyu-XB-WINP-RKSJ-H
    /DFKanTeiRyu-XB-WIN-RKSJ-H
    /DFKyoKaSho-W4-WING-RKSJ-H
    /DFKyoKaSho-W4-WINP-RKSJ-H
    /DFKyoKaSho-W4-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Bd-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Bd-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Bd-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-UB-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-UB-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-UB-WIN-RKSJ-H
    /DFMincho-UB-WING-RKSJ-H
    /DFMincho-UB-WINP-RKSJ-H
    /DFMincho-UB-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1-W12-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1-W12-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1-W12-WIN-RKSJ-H
    /DFPOPClip-W7-WING-RKSJ-H
    /DFPOPClip-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFPOPClip-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFPOPMix-W5-WING-RKSJ-H
    /DFPOPMix-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFPOPMix-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFYuGaSo-W7-WING-RKSJ-H
    /DFYuGaSo-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFYuGaSo-W7-WIN-RKSJ-H
    /DHGyoSho-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DHHSGothic-W5-WINP-RKSJ-H
    /DHHSMincho-W3-WINP-RKSJ-H
    /DHHSMincho-W7-WINP-RKSJ-H
    /DHPGothic-EB-WIN-RKSJ-H
    /DORIAN-Normal
    /Dotum
    /DotumChe
    /EccentricStd
    /EDDIE-Normal
    /EDITH-Normal
    /ELLIS-Normal
    /EmbassyJS
    /EPSON-CODE128
    /EPSON-CODE39
    /EPSON-CODE39-CD
    /EPSON-ITF
    /EPSON-ITF-CD
    /EPSON-JAN13
    /EPSON-JAN8
    /EPSON-JPOST-BARCODE
    /EPSON-NW7
    /EPSON-NW7-CD
    /EPSON-UPCA
    /EPSON-UPCE
    /ESSENCE-Normal
    /EstrangeloEdessa
    /Euclid
    /Euclid-Bold
    /Euclid-BoldItalic
    /EuclidExtra
    /EuclidExtra-Bold
    /EuclidFraktur
    /EuclidFraktur-Bold
    /Euclid-Italic
    /EuclidMathOne
    /EuclidMathOne-Bold
    /EuclidMathTwo
    /EuclidMathTwo-Bold
    /EuclidSymbol
    /EuclidSymbol-Bold
    /EuclidSymbol-BoldItalic
    /EuclidSymbol-Italic
    /FALCON-Normal
    /Fat
    /FencesPlain
    /FGWFONT
    /FolkPro-Bold
    /FolkPro-Heavy
    /FolkPro-Medium
    /FolkPro-Regular
    /FrakturJS
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /Freshbot
    /Frosty
    /FutoGoB101Pr5-Bold
    /FutoGoB101Pr6-Bold
    /FutoGoB101Pr6N-Bold
    /FutoGoB101Pro-Bold
    /FutoGoB101Upr-Bold
    /FutoMinA101Pr5-Bold
    /FutoMinA101Pr6-Bold
    /FutoMinA101Pr6N-Bold
    /FutoMinA101Pro-Bold
    /FutoMinA101Upr-Bold
    /GansinkaishoEG-Heavy-SJIS
    /GansinkaishoEGP-Heavy-SJIS
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /GaramondPremrPro
    /GaramondPremrPro-It
    /GaramondPremrPro-Smbd
    /GaramondPremrPro-SmbdIt
    /GATLINGGUN-Normal
    /Gautami
    /Genroku
    /GenrokuW17
    /GentiumBasic
    /GentiumBasic-Bold
    /GentiumBasic-BoldItalic
    /GentiumBasic-Italic
    /GentiumBookBasic
    /GentiumBookBasic-Bold
    /GentiumBookBasic-BoldItalic
    /GentiumBookBasic-Italic
    /GENTLEBEN-Normal
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /GFutoGoB101Pro-Bold
    /GGothicBBBPro-Medium
    /GHitu2jyoStdN-ICAM1
    /GHitu2jyoStdN-ICAM2
    /GHitu2jyoStdN-ICAM3
    /GHitu2jyoStdN-ICAR1
    /GHitu2jyoStdN-ICAR2
    /GHitu2jyoStdN-ICAR3
    /GHitujyoStdN-ICAM1
    /GHitujyoStdN-ICAM2
    /GHitujyoStdN-ICAM3
    /GHitujyoStdN-ICAR1
    /GHitujyoStdN-ICAR2
    /GHitujyoStdN-ICAR3
    /GHitujyun2Std-ICAM12
    /GHitujyun2Std-ICAM34
    /GHitujyun2Std-ICAM56
    /GHitujyun2Std-ICAR12
    /GHitujyun2Std-ICAR34
    /GHitujyun2Std-ICAR56
    /GHitujyunStd-ICAM12
    /GHitujyunStd-ICAM34
    /GHitujyunStd-ICAM56
    /GHitujyunStd-ICAR12
    /GHitujyunStd-ICAR34
    /GHitujyunStd-ICAR56
    /GiddyupStd
    /GIVEANDTAKE-Normal
    /GJFutoGoB101ProN-Bold
    /GJGothicBBBProN-Medium
    /GJJun34ProN-Medium
    /GJJun501ProN-Bold
    /GJKyokaICAProN-Light
    /GJKyokaICAProN-Medium
    /GJKyokaICAProN-Regular
    /GJRyuminProN-Bold
    /GJRyuminProN-Light
    /GJRyuminProN-Medium
    /GJRyuminProN-Regular
    /GJShinGoProN-Bold
    /GJShinGoProN-DeBold
    /GJShinGoProN-Light
    /GJShinGoProN-Medium
    /GJShinGoProN-Regular
    /GJShinMGoProN-Bold
    /GJShinMGoProN-DeBold
    /GJShinMGoProN-Light
    /GJShinMGoProN-Medium
    /GJShinMGoProN-Regular
    /GJun34Pro-Medium
    /GJun501Pro-Bold
    /GKyokaICAPro-Light
    /GKyokaICAPro-Medium
    /GKyokaICAPro-Regular
    /GlooGun
    /Gothic720-BoldB
    /Gothic720-ItalicB
    /Gothic720-RomanB
    /GothicBBBPr5-Medium
    /GothicBBBPr6-Medium
    /GothicBBBPr6N-Medium
    /GothicBBBPro-Medium
    /GothicBBBUpr-Medium
    /GothicMB101Pr5-Bold
    /GothicMB101Pr5-DeBold
    /GothicMB101Pr5-Heavy
    /GothicMB101Pr5-Light
    /GothicMB101Pr5-Medium
    /GothicMB101Pr5-Regular
    /GothicMB101Pr5-Ultra
    /GothicMB101Pr6-Bold
    /GothicMB101Pr6-DeBold
    /GothicMB101Pr6-Heavy
    /GothicMB101Pr6-Light
    /GothicMB101Pr6-Medium
    /GothicMB101Pr6N-Bold
    /GothicMB101Pr6N-DeBold
    /GothicMB101Pr6N-Heavy
    /GothicMB101Pr6N-Light
    /GothicMB101Pr6N-Medium
    /GothicMB101Pr6N-Regular
    /GothicMB101Pr6N-Ultra
    /GothicMB101Pr6-Regular
    /GothicMB101Pr6-Ultra
    /GothicMB101Pro-Bold
    /GothicMB101Pro-DeBold
    /GothicMB101Pro-Heavy
    /GothicMB101Pro-Light
    /GothicMB101Pro-Medium
    /GothicMB101Pro-Regular
    /GothicMB101Pro-Ultra
    /GothicMB101Upr-Bold
    /GothicMB101Upr-DeBold
    /GothicMB101Upr-Heavy
    /GothicMB101Upr-Light
    /GothicMB101Upr-Medium
    /GothicMB101Upr-Regular
    /GothicMB101Upr-Ultra
    /GotMB101Std-Lig-KS
    /GotMB101Std-Med-KS
    /GotMB101Std-Reg-KS
    /GRAPHICS-Normal
    /GREAT-Normal
    /GRyuminPro-Bold
    /GRyuminPro-Light
    /GRyuminPro-Medium
    /GRyuminPro-Regular
    /GShinGoPro-Bold
    /GShinGoPro-DeBold
    /GShinGoPro-Light
    /GShinGoPro-Medium
    /GShinGoPro-Regular
    /GShinMGoPro-Bold
    /GShinMGoPro-DeBold
    /GShinMGoPro-Light
    /GShinMGoPro-Medium
    /GShinMGoPro-Regular
    /Gulim
    /GulimChe
    /Gungsuh
    /GungsuhChe
    /Gyoseki-Gyosho
    /Haettenschweiler
    /HappyNStd-Bold
    /HappyNStd-DeBold
    /HappyNStd-Heavy
    /HappyNStd-Light
    /HappyNStd-Medium
    /HappyNStd-Regular
    /HappyNStd-Ultra
    /HARDEHEADED-Normal
    /HarucraftStd-Heavy
    /HaruGakuStd-Light
    /HaseToppoStd-Bold
    /HaseToppoStd-DeBold
    /HaseToppoStd-Heavy
    /HaseToppoStd-Light
    /HaseToppoStd-Medium
    /HaseToppoStd-Regular
    /HaseToppoStd-Ultra
    /HeitiEG-Medium-SJIS
    /HeitiEGP-Medium-SJIS
    /HeitiEGP-SuperBold-SJIS
    /HeitiEG-SuperBold-SJIS
    /HERMAN-Normal
    /HGAkaneHeiseiMarugoW8L
    /HGAkaneHeiseiMarugoW8S
    /HGArisawaKaishotai
    /HGChibaPenjitai
    /HGEdomojiKanteiryu
    /HGGothicE
    /HGGothicM
    /HGGyokoku
    /HGGyoshotai
    /HGHagoromoB
    /HGHagoromoE
    /HGHagoromoL
    /HGHakushuFutoKaishotai
    /HGHakushuGokubutoKaishotai
    /HGHakushuGyososhotai
    /HGHanKointai
    /HGHeiseiKakugothictaiW3
    /HGHeiseiKakugothictaiW5
    /HGHeiseiKakugothictaiW7
    /HGHeiseiKakugothictaiW9
    /HGHeiseiKakugoW9L
    /HGHeiseiKakugoW9S
    /HGHeiseiMarugothictaiW4
    /HGHeiseiMarugothictaiW8
    /HGHeiseiMarugothictaiW8L
    /HGHeiseiMarugothictaiW8S
    /HGHeiseiMinchotaiW3
    /HGHeiseiMinchotaiW9
    /HGHeiseiMinchotaiW9L
    /HGHeiseiMinchotaiW9S
    /HGKyokashotai
    /HGKyokusuiE
    /HGMaruGothicMPRO
    /HGMinchoB
    /HGMinchoE
    /HGOzawaKaishotai
    /HGPArisawaKaishotai
    /HGPEdomojiKanteiryu
    /HGPGothicE
    /HGPGothicM
    /HGPGyokoku
    /HGPGyoshotai
    /HGPHakushuFutoKaishotai
    /HGPHakushuGokubutoKaishotai
    /HGPHakushuGyososhotai
    /HGPHanKointai
    /HGPHeiseiKakugothictaiW3
    /HGPHeiseiKakugothictaiW5
    /HGPHeiseiKakugothictaiW7
    /HGPHeiseiKakugothictaiW9
    /HGPHeiseiMarugothictaiW4
    /HGPHeiseiMarugothictaiW8
    /HGPHeiseiMinchotaiW3
    /HGPHeiseiMinchotaiW9
    /HGPKyokashotai
    /HGPMinchoB
    /HGPMinchoE
    /HGPOzawaKaishotai
    /HGPReithic
    /HGPrettyFrankHL
    /HGPrettyFrankHS
    /HGPSeikaishotai
    /HGPSoeiIorishotai
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGPSoeiPenjitai
    /HGPSoeiPresenceEB
    /HGReithic
    /HGSArisawaKaishotai
    /HGSEdomojiKanteiryu
    /HGSeikaishotai
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HGSGothicE
    /HGSGothicM
    /HGSGyokoku
    /HGSGyoshotai
    /HGSHakushuFutoKaishotai
    /HGSHakushuGokubutoKaishotai
    /HGSHakushuGyososhotai
    /HGSHanKointai
    /HGSHeiseiKakugothictaiW3
    /HGSHeiseiKakugothictaiW5
    /HGSHeiseiKakugothictaiW7
    /HGSHeiseiKakugothictaiW9
    /HGSHeiseiMarugothictaiW4
    /HGSHeiseiMarugothictaiW8
    /HGSHeiseiMinchotaiW3
    /HGSHeiseiMinchotaiW9
    /HGSKyokashotai
    /HGSMinchoB
    /HGSMinchoE
    /HGSoeiIorishotai
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSoeiPenjitai
    /HGSoeiPresenceEB
    /HGSOzawaKaishotai
    /HGSReithic
    /HGSSeikaishotai
    /HGSSoeiIorishotai
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiPenjitai
    /HGSSoeiPresenceEB
    /HGTakahashiFudekaishotai
    /Higashiy
    /HigasW09
    /HigasW17
    /HighcollarPOPtaiEG-Heavy-SJIS
    /HighcollarPOPtaiEGP-Heavy-SJIS
    /HiraginoUDSansFStdN-W3
    /HiraginoUDSansFStdN-W4
    /HiraginoUDSansFStdN-W5
    /HiraginoUDSansFStdN-W6
    /HiraginoUDSansFStd-W3
    /HiraginoUDSansFStd-W4
    /HiraginoUDSansFStd-W5
    /HiraginoUDSansFStd-W6
    /HiraginoUDSansRStdN-W4
    /HiraginoUDSansRStdN-W6
    /HiraginoUDSansRStd-W4
    /HiraginoUDSansRStd-W6
    /HiraginoUDSansStdN-W4
    /HiraginoUDSansStdN-W6
    /HiraginoUDSansStd-W4
    /HiraginoUDSansStd-W6
    /HiraginoUDSerifStdN-W4
    /HiraginoUDSerifStdN-W6
    /HiraginoUDSerifStd-W4
    /HiraginoUDSerifStd-W6
    /HiraGyoStdN-W4
    /HiraGyoStdN-W8
    /HiraGyoStd-W4
    /HiraGyoStd-W8
    /HiraKakADKStd-W1
    /HiraKakADKStd-W2
    /HiraKakADKStd-W3
    /HiraKakADKStd-W4
    /HiraKakADKStd-W5
    /HiraKakADKStd-W6
    /HiraKakADKStd-W7
    /HiraKakADKStd-W8
    /HiraKakADKStd-W9
    /HiraKakuPKStd-W2
    /HiraKakuPKStd-W3
    /HiraKakuPKStd-W4
    /HiraKakuPKStd-W5
    /HiraKakuPKStd-W6
    /HiraKakuProN-W3
    /HiraKakuProN-W6
    /HiraKakuPro-W3
    /HiraKakuPro-W6
    /HiraKakuStdN-W1
    /HiraKakuStdN-W2
    /HiraKakuStdN-W3
    /HiraKakuStdN-W4
    /HiraKakuStdN-W5
    /HiraKakuStdN-W6
    /HiraKakuStdN-W7
    /HiraKakuStdN-W8
    /HiraKakuStdN-W9
    /HiraKakuStd-W1
    /HiraKakuStd-W2
    /HiraKakuStd-W3
    /HiraKakuStd-W4
    /HiraKakuStd-W5
    /HiraKakuStd-W6
    /HiraKakuStd-W7
    /HiraKakuStd-W8
    /HiraKakuStd-W9
    /HiraMaruProN-W4
    /HiraMaruPro-W4
    /HiraMaruStdN-W2
    /HiraMaruStdN-W4
    /HiraMaruStdN-W6
    /HiraMaruStdN-W8
    /HiraMaruStd-W2
    /HiraMaruStd-W4
    /HiraMaruStd-W6
    /HiraMaruStd-W8
    /HiraMinHKStd-W3
    /HiraMinHKStd-W4
    /HiraMinHKStd-W5
    /HiraMinHKStd-W6
    /HiraMinProN-W2
    /HiraMinProN-W3
    /HiraMinProN-W6
    /HiraMinPro-W2
    /HiraMinPro-W3
    /HiraMinPro-W6
    /HiraMinStdN-W2
    /HiraMinStdN-W3
    /HiraMinStdN-W4
    /HiraMinStdN-W5
    /HiraMinStdN-W6
    /HiraMinStdN-W7
    /HiraMinStdN-W8
    /HiraMinStd-W2
    /HiraMinStd-W3
    /HiraMinStd-W4
    /HiraMinStd-W5
    /HiraMinStd-W6
    /HiraMinStd-W7
    /HiraMinStd-W8
    /HiraSansOldStdN-W6
    /HiraSansOldStdN-W7
    /HiraSansOldStdN-W8
    /HiraSansOldStdN-W9
    /HiraSansOldStd-W6
    /HiraSansOldStd-W7
    /HiraSansOldStd-W8
    /HiraSansOldStd-W9
    /HoboStd
    /Ikaruga
    /IkaruW06
    /Impact
    /INFERNO-Normal
    /JAMES-Normal
    /Jenkinsv20
    /Jenkinsv20Thik
    /Jokewood
    /JominStd-Light
    /JORDAN-Normal
    /JSGothic-Md
    /JSHSMinchoU-W3-WIN-RKSJ-H
    /JSMincho-Lt
    /JSPGothic-Md
    /JSPMincho-Lt
    /JSSGothic-Md
    /JSSMincho-Lt
    /Jun101Pro-Light
    /Jun201Pro-Regular
    /Jun34Pro-Medium
    /Jun501Pro-Bold
    /JustEditMark
    /JustHalfMark
    /JustHalfMarkG
    /JustKanaMark
    /JustKanaMarkG
    /JustOubunMark
    /JustOubunMarkG
    /JustUnitMark
    /JustUnitMarkG
    /JustWabunMark
    /JustWabunMarkG
    /KaishoMCBK1Pro-DeBold
    /KaitiEG-Medium-SJIS
    /KaitiEGP-Medium-SJIS
    /KakuGyoStd-Light
    /KakuGyoStd-Medium
    /KakuminPro-Bold
    /KakuminPro-Heavy
    /KakuminPro-Medium
    /KakuminPro-Regular
    /Kamakura
    /KamakW06
    /KamakW08
    /KamoLemoStd-Bold
    /KamoLemoStd-DeBold
    /KamoLemoStd-Heavy
    /KamoLemoStd-Light
    /KamoLemoStd-Medium
    /KamoLemoStd-Regular
    /KamoLemoStd-Ultra
    /KamoLimeStd-Bold
    /KamoLimeStd-DeBold
    /KamoLimeStd-Heavy
    /KamoLimeStd-Light
    /KamoLimeStd-Medium
    /KamoLimeStd-Regular
    /KamoLimeStd-Ultra
    /kana01parade
    /kana02Garden
    /kana03Craft
    /kana04Palette
    /kana05Wing
    /kana06Square
    /kana07Floral
    /kana08October
    /kana09Jipang
    /kana10Melody
    /kana11Croissant
    /kana12Field
    /kana13Cotton
    /kana14Shade
    /kana15Blocks
    /kana16Teatime
    /kana17Brush
    /kana18Whitebear
    /kana19Sunset
    /kana20Lieson
    /kana21Fantasy
    /kana22Grandprix
    /kana23Western
    /kana24Villege
    /kana25Bonjour
    /kana26Collection
    /kana27Freedom
    /kana28Index
    /kana29Canbas
    /kana30Condense
    /kana31Express
    /kana32Paletteextra
    /kana33Produce
    /kana34Bigbox
    /kana35Silverbell
    /kana36Rulette
    /kana37Cassiopeia
    /kana38Ordition
    /kana39Stadium
    /kana40Wave
    /kana41Percussion
    /kana42Promenade
    /kana43Fullhouse
    /kana44Cube
    /KanteiryuStd-Ultra
    /KAntiqueStd-ANB
    /KAntiqueStd-ANM
    /KAntiqueStd-ANR
    /Kartika
    /KEAGAN-Normal
    /KENDRIC-Normal
    /KINGSFONT-Normal
    /KitayW17
    /KKyokaICAStd-Light
    /KKyokaICAStd-Medium
    /KKyokaICAStd-Regular
    /KNtodayStd-Bold-KL
    /KNtodayStd-DeBold-KL
    /KNtodayStd-Light-KL
    /KNtodayStd-Medium-KL
    /KNtodayStd-Regular-KL
    /KoburinaGoStdN-W1
    /KoburinaGoStdN-W3
    /KoburinaGoStdN-W6
    /KoburinaGoStd-W1
    /KoburinaGoStd-W3
    /KoburinaGoStd-W6
    /KochoStd-Heavy
    /KozGoPro-Bold
    /KozGoPro-ExtraLight
    /KozGoPro-Heavy
    /KozGoPro-Light
    /KozGoPro-Medium
    /KozGoPro-Regular
    /KozMinPro-Bold
    /KozMinPro-ExtraLight
    /KozMinPro-Heavy
    /KozMinPro-Light
    /KozMinPro-Medium
    /KozMinPro-Regular
    /KShinGoStd-Bold
    /KShinGoStd-Medium
    /KShinGoStd-Regular
    /KShinMGoStd-Bold
    /KShinMGoStd-Medium
    /KShinMGoStd-Regular
    /KumoyaStd-Regular
    /KyokaICAPro-Light
    /KyokaICAPro-Medium
    /KyokaICAPro-Regular
    /KyokashotaiEG-Medium-SJIS
    /KyokashotaiEGP-Medium-SJIS
    /LalapopStd-Bold
    /LalapopStd-DeBold
    /LalapopStd-Heavy
    /LalapopStd-Light
    /LalapopStd-Medium
    /LalapopStd-Regular
    /LalapopStd-Ultra
    /Latha
    /LetterGothicStd
    /LetterGothicStd-Bold
    /LetterGothicStd-BoldSlanted
    /LetterGothicStd-Slanted
    /LikureiStd-Regular
    /LithosPro-Black
    /LithosPro-Regular
    /LOFTY-Normal
    /LucidaConsole
    /LucidaSans
    /LucidaSans-Demi
    /LucidaSans-DemiItalic
    /LucidaSans-Italic
    /LucidaSansUnicode
    /LYNN-Normal
    /Mangal-Regular
    /MarkertaiEG-Extra-SJIS
    /MarkertaiEGP-Extra-SJIS
    /MaruAntiStd-Bold
    /MaruAntiStd-DeBold
    /MaruAntiStd-Heavy
    /MaruAntiStd-Light
    /MaruAntiStd-Medium
    /MaruAntiStd-Regular
    /MaruAntiStd-Ultra
    /MaruFoPro-Bold
    /MaruFoPro-Heavy
    /MaruFoPro-Medium
    /MaruFoPro-Regular
    /MaruTodayStd-Bold
    /MaruTodayStd-DeBold
    /MaruTodayStd-Heavy
    /MaruTodayStd-Light
    /MaruTodayStd-Medium
    /MaruTodayStd-Regular
    /MaruTodayStd-Ultra
    /MatchtaiEG-Bold-SJIS
    /MatchtaiEGP-Bold-SJIS
    /MAXIMO-Normal
    /MesquiteStd
    /MicrosoftSansSerif
    /MidashiGoPr5-MB31
    /MidashiGoPr6-MB31
    /MidashiGoPr6N-MB31
    /MidashiGoPro-MB31
    /MidashiGoUpr-MB31
    /MidashiMinPr5-MA31
    /MidashiMinPr6-MA31
    /MidashiMinPr6N-MA31
    /MidashiMinPro-MA31
    /MidashiMinUpr-MA31
    /MidMiMA1Std-Bold
    /MiGoMB1Std-DeBold
    /MILES-Normal
    /MingLiU
    /MingtiEG-Light-SJIS
    /MingtiEGP-Light-SJIS
    /MingtiEGP-Ultra-SJIS
    /MingtiEG-Ultra-SJIS
    /MinionPro-Bold
    /MinionPro-BoldCn
    /MinionPro-BoldCnIt
    /MinionPro-BoldIt
    /MinionPro-It
    /MinionPro-Medium
    /MinionPro-MediumIt
    /MinionPro-Regular
    /MinionPro-Semibold
    /MinionPro-SemiboldIt
    /MNewsGPro-Light
    /MNewsGUpr-Light
    /MNewsMJUpr-Light
    /MNewsMPro-Light
    /MNewsMUpr-Light
    /MoariaStd-Bold
    /MoariaStd-Regular
    /MOClearToneSG-Bold
    /MOClearToneSG-DemiBold
    /MOClearToneSG-ExtraLight
    /MOClearToneSG-Heavy
    /MOClearToneSG-Light
    /MOClearToneSG-Medium
    /MOClearToneSG-Regular
    /MOClearToneSG-Ultra
    /MOGBlock-Regular
    /MOGCentury-Bold
    /MOGCentury-BoldItalic
    /MOGCenturyOld-Italic
    /MOGCenturyOld-Roman
    /MOGCenturyPhonetic-Regular
    /MOGRomajiA-Light
    /MOGRomajiA-Medium
    /MOGRomajiA-Regular
    /MOGRomajiB-Light
    /MOGRomajiB-Medium
    /MOGRomajiB-Regular
    /MOGSuujiIt-K10
    /MOGSuujiIt-K20
    /MOGSuujiIt-K30
    /MOGSuujiIt-K40
    /MOGSuujiIt-K50
    /MOGSuujiIt-K60
    /MOGSuujiSI-K10
    /MOGSuujiSI-K20
    /MOGSuujiSI-K30
    /MOGSuujiSI-K40
    /MOGSuujiSI-K50
    /MOGSuujiSI-K60
    /MOJimon-StyleA-A
    /MOJimon-StyleA-B
    /MOJimon-StyleA-C
    /MOJimon-StyleA-D
    /MOKei-StyleA-A
    /MOKei-StyleA-B
    /MOKei-StyleA-C
    /MOKei-StyleA-D
    /MOKei-StyleB-A
    /MOKei-StyleB-B
    /MOKei-StyleB-C
    /MOKei-StyleB-D
    /MOKei-StyleB-E
    /MOKei-StyleB-F
    /MOKei-StyleB-G
    /MOKei-StyleB-H
    /MOKei-StyleC-A
    /MOKei-StyleC-B
    /MOKei-StyleC-C
    /MOKei-StyleC-D
    /MOKei-StyleC-E
    /MOKei-StyleC-F
    /MOKei-StyleC-G
    /MOKei-StyleD-A
    /MOKuikomi-FigA
    /MOKuikomi-FigB
    /MOKuikomi-FigC
    /MOKuikomi-FigD
    /MOKuikomiV-FigA
    /MOKuikomiV-FigB
    /MOKuikomiV-FigC
    /MOKuikomiV-FigD
    /Momoyama
    /MomoyW06
    /MomoyW17
    /MonotypeCorsiva
    /MOSuujiHA-ABn
    /MOSuujiHA-ACn
    /MOSuujiHA-ADn
    /MOSuujiHA-AEn
    /MOSuujiHA-AFn
    /MOSuujiHA-AGn
    /MOSuujiHA-AHn
    /MOSuujiHA-BCn
    /MOSuujiHA-BDn
    /MOSuujiHA-BEn
    /MOSuujiHA-BFn
    /MOSuujiHA-BGn
    /MOSuujiHA-BHn
    /MOSuujiHA-BIn
    /MOSuujiHA-BJn
    /MOSuujiHA-CAn
    /MOSuujiHA-CBn
    /MOSuujiHA-CCn
    /MOSuujiHA-CDn
    /MOSuujiHA-CEn
    /MOSuujiHA-CFn
    /MOSuujiHA-CGn
    /MOSuujiHA-CHn
    /MOSuujiHA-CIn
    /MOSuujiHA-CJn
    /MOSuujiHA-DAn
    /MOSuujiHA-DBn
    /MOSuujiHA-DCn
    /MOSuujiHA-DDn
    /MOSuujiHA-DEn
    /MOSuujiHA-DFn
    /MOSuujiHA-DGn
    /MOSuujiHA-DHn
    /MOSuujiHA-DIn
    /MOSuujiHA-DJn
    /MOSuujiHA-EAn
    /MOSuujiHA-EBn
    /MOSuujiHA-ECn
    /MOSuujiHA-EDn
    /MOSuujiHA-EEn
    /MOSuujiHA-EFn
    /MOSuujiHA-EGn
    /MOSuujiHA-EHn
    /MOSuujiHA-EIn
    /MOSuujiHA-EJn
    /MOSuujiHA-FAn
    /MOSuujiHA-FBn
    /MOSuujiHA-FCn
    /MOSuujiHA-FDn
    /MOSuujiHA-FEn
    /MOSuujiHA-FFn
    /MOSuujiHA-FGn
    /MOSuujiHA-FHn
    /MOSuujiHA-FIn
    /MOSuujiHA-FJn
    /MOSuujiHA-GAn
    /MOSuujiHA-GBn
    /MOSuujiHA-GCn
    /MOSuujiHA-GDn
    /MOSuujiHA-GEn
    /MOSuujiHA-GFn
    /MOSuujiHA-GGn
    /MOSuujiHA-GHn
    /MOSuujiHA-GJn
    /MOSuujiHA-HAn
    /MOSuujiHA-HBn
    /MOSuujiHA-HCn
    /MOSuujiHA-HDn
    /MOSuujiHA-HEn
    /MOSuujiHA-HFn
    /MOSuujiHA-HGn
    /MOSuujiHA-HHn
    /MOSuujiHA-HIn
    /MOSuujiHA-HJn
    /MOSuujiHA-IAn
    /MOSuujiHA-IBn
    /MOSuujiHA-ICn
    /MOSuujiHA-IDn
    /MOSuujiHA-JAn
    /MOSuujiHA-JBn
    /MOSuujiHA-JIn
    /MOSuujiHA-JJn
    /MOSuujiHB-BCn
    /MOSuujiHB-BIn
    /MOSuujiHB-CAn
    /MOSuujiHB-CHn
    /MOSuujiHB-CIn
    /MOSuujiHB-DAn
    /MOSuujiHB-DJn
    /MOSuujiHB-EAn
    /MOSuujiHB-EBn
    /MOSuujiHB-EGn
    /MOSuujiHB-EHn
    /MOSuujiHB-EIn
    /MOSuujiHB-EJn
    /MOSuujiHB-FAn
    /MOSuujiHB-FBn
    /MOSuujiHB-FCn
    /MOSuujiHB-FDn
    /MOSuujiHB-FEn
    /MOSuujiHB-FFn
    /MOSuujiHB-FGn
    /MOSuujiHB-FHn
    /MOSuujiHB-FIn
    /MOSuujiHB-FJn
    /MOSuujiHB-GAn
    /MOSuujiHB-GBn
    /MOSuujiHB-GCn
    /MOSuujiHB-GDn
    /MOSuujiHB-GEn
    /MOSuujiHB-GFn
    /MOSuujiHB-GGn
    /MOSuujiHB-GHn
    /MOSuujiHB-GIn
    /MOSuujiHB-GJn
    /MOSuujiHB-HAn
    /MOSuujiHB-HBn
    /MOSuujiHB-HCn
    /MOSuujiHB-HDn
    /MOSuujiHB-HEn
    /MOSuujiHB-HFn
    /MOSuujiHB-HGn
    /MOSuujiHB-HHn
    /MOSuujiHB-HIn
    /MOSuujiHB-HJn
    /MOSuujiHB-IAn
    /MOSuujiHB-IBn
    /MOSuujiHB-ICn
    /MOSuujiHB-IDn
    /MOSuujiHB-IEn
    /MOSuujiHB-IHn
    /MOSuujiHB-IIn
    /MOSuujiHB-IJn
    /MOSuujiHB-JEn
    /MOSuujiHB-JFn
    /MOSuujiHB-JGn
    /MOSuujiHB-JJn
    /MOSuujiHC-AAn
    /MOSuujiHC-ABn
    /MOSuujiHC-ACn
    /MOSuujiHC-ADn
    /MOSuujiHC-AEn
    /MOSuujiHC-AFn
    /MOSuujiHC-AGn
    /MOSuujiHC-AHn
    /MOSuujiHC-AIn
    /MOSuujiHC-BAn
    /MOSuujiHC-BBn
    /MOSuujiHC-BCn
    /MOSuujiHC-BDn
    /MOSuujiHC-DAn
    /MOSuujiHC-DBn
    /MOSuujiHC-DCn
    /MOSuujiHC-DDn
    /MOSuujiHC-DEn
    /MOSuujiHC-DFn
    /MOSuujiHC-DGn
    /MOSuujiHC-DHn
    /MOSuujiHC-DJn
    /MOSuujiHC-EAn
    /MOSuujiHC-EBn
    /MOSuujiHC-ECn
    /MOSuujiHC-EDn
    /MOSuujiHC-EEn
    /MOSuujiHC-EFn
    /MOSuujiHC-EGn
    /MOSuujiHC-EHn
    /MOSuujiHC-EIn
    /MOSuujiHC-EJn
    /MOSuujiHC-FAn
    /MOSuujiHC-FBn
    /MOSuujiHC-GAn
    /MOSuujiHC-HAn
    /MOSuujiHC-HBn
    /MOSuujiHC-HCn
    /MOSuujiHC-HDn
    /MOSuujiHC-HEn
    /MOSuujiHC-HFn
    /MOSuujiHC-HGn
    /MOSuujiHC-HHn
    /MOSuujiHC-HIn
    /MOSuujiHC-HJn
    /MOSuujiHC-IAn
    /MOSuujiHC-IBn
    /MOSuujiHC-ICn
    /MOSuujiHC-IDn
    /MOSuujiHC-IEn
    /MOSuujiHC-IFn
    /MOSuujiHC-IGn
    /MOSuujiHD-AJn
    /MOSuujiHD-BAn
    /MOSuujiHD-BBn
    /MOSuujiHD-BCn
    /MOSuujiHD-BDn
    /MOSuujiHD-BEn
    /MOSuujiHD-BFn
    /MOSuujiHD-BHn
    /MOSuujiHD-BIn
    /MOSuujiHD-BJn
    /MOSuujiHD-CAn
    /MOSuujiHD-CBn
    /MOSuujiHD-CCn
    /MOSuujiHD-CDn
    /MOSuujiHD-CEn
    /MOSuujiHD-CHn
    /MOSuujiHD-CIn
    /MOSuujiHD-CJn
    /MOSuujiHD-DDn
    /MOSuujiHD-DFn
    /MOSuujiHD-DGn
    /MOSuujiHD-IJn
    /MOSuujiHD-JAn
    /MOSuujiHD-JBn
    /MOSuujiHD-JCn
    /MOSuujiHD-JDn
    /MOSuujiHD-JEn
    /MOSuujiHD-JFn
    /MOSuujiHD-JGn
    /MOSuujiHD-JHn
    /MOSuujiHD-JIn
    /MOSuujiHD-JJn
    /MOSuujiHE-AAn
    /MOSuujiHE-ABn
    /MOSuujiHE-ACn
    /MOSuujiVA-ABn
    /MOSuujiVA-ACn
    /MOSuujiVA-ADn
    /MOSuujiVA-AEn
    /MOSuujiVA-AFn
    /MOSuujiVA-AGn
    /MOSuujiVA-AHn
    /MOSuujiVA-BCn
    /MOSuujiVA-BDn
    /MOSuujiVA-BEn
    /MOSuujiVA-BFn
    /MOSuujiVA-BGn
    /MOSuujiVA-BHn
    /MOSuujiVA-BIn
    /MOSuujiVA-BJn
    /MOSuujiVA-CAn
    /MOSuujiVA-CBn
    /MOSuujiVA-CCn
    /MOSuujiVA-CDn
    /MOSuujiVA-CEn
    /MOSuujiVA-CFn
    /MOSuujiVA-CGn
    /MOSuujiVA-CHn
    /MOSuujiVA-CIn
    /MOSuujiVA-CJn
    /MOSuujiVA-DAn
    /MOSuujiVA-DBn
    /MOSuujiVA-DCn
    /MOSuujiVA-DDn
    /MOSuujiVA-DEn
    /MOSuujiVA-DFn
    /MOSuujiVA-DGn
    /MOSuujiVA-DHn
    /MOSuujiVA-DIn
    /MOSuujiVA-DJn
    /MOSuujiVA-EAn
    /MOSuujiVA-EBn
    /MOSuujiVA-ECn
    /MOSuujiVA-EDn
    /MOSuujiVA-EEn
    /MOSuujiVA-EFn
    /MOSuujiVA-EGn
    /MOSuujiVA-EHn
    /MOSuujiVA-EIn
    /MOSuujiVA-EJn
    /MOSuujiVA-FAn
    /MOSuujiVA-FBn
    /MOSuujiVA-FCn
    /MOSuujiVA-FDn
    /MOSuujiVA-FEn
    /MOSuujiVA-FFn
    /MOSuujiVA-FGn
    /MOSuujiVA-FHn
    /MOSuujiVA-FIn
    /MOSuujiVA-FJn
    /MOSuujiVA-GAn
    /MOSuujiVA-GBn
    /MOSuujiVA-GCn
    /MOSuujiVA-GDn
    /MOSuujiVA-GEn
    /MOSuujiVA-GFn
    /MOSuujiVA-GGn
    /MOSuujiVA-GHn
    /MOSuujiVA-GJn
    /MOSuujiVA-HAn
    /MOSuujiVA-HBn
    /MOSuujiVA-HCn
    /MOSuujiVA-HDn
    /MOSuujiVA-HEn
    /MOSuujiVA-HFn
    /MOSuujiVA-HGn
    /MOSuujiVA-HHn
    /MOSuujiVA-HIn
    /MOSuujiVA-HJn
    /MOSuujiVA-IAn
    /MOSuujiVA-IBn
    /MOSuujiVA-ICn
    /MOSuujiVA-IDn
    /MOSuujiVA-JAn
    /MOSuujiVA-JBn
    /MOSuujiVA-JIn
    /MOSuujiVA-JJn
    /MOSuujiVB-BCn
    /MOSuujiVB-BIn
    /MOSuujiVB-CAn
    /MOSuujiVB-CHn
    /MOSuujiVB-CIn
    /MOSuujiVB-DAn
    /MOSuujiVB-DJn
    /MOSuujiVB-EAn
    /MOSuujiVB-EBn
    /MOSuujiVB-EGn
    /MOSuujiVB-EHn
    /MOSuujiVB-EIn
    /MOSuujiVB-EJn
    /MOSuujiVB-FAn
    /MOSuujiVB-FBn
    /MOSuujiVB-FCn
    /MOSuujiVB-FDn
    /MOSuujiVB-FEn
    /MOSuujiVB-FFn
    /MOSuujiVB-FGn
    /MOSuujiVB-FHn
    /MOSuujiVB-FIn
    /MOSuujiVB-FJn
    /MOSuujiVB-GAn
    /MOSuujiVB-GBn
    /MOSuujiVB-GCn
    /MOSuujiVB-GDn
    /MOSuujiVB-GEn
    /MOSuujiVB-GFn
    /MOSuujiVB-GGn
    /MOSuujiVB-GHn
    /MOSuujiVB-GIn
    /MOSuujiVB-GJn
    /MOSuujiVB-HAn
    /MOSuujiVB-HBn
    /MOSuujiVB-HCn
    /MOSuujiVB-HDn
    /MOSuujiVB-HEn
    /MOSuujiVB-HFn
    /MOSuujiVB-HGn
    /MOSuujiVB-HHn
    /MOSuujiVB-HIn
    /MOSuujiVB-HJn
    /MOSuujiVB-IAn
    /MOSuujiVB-IBn
    /MOSuujiVB-ICn
    /MOSuujiVB-IDn
    /MOSuujiVB-IEn
    /MOSuujiVB-IHn
    /MOSuujiVB-IIn
    /MOSuujiVB-IJn
    /MOSuujiVB-JEn
    /MOSuujiVB-JFn
    /MOSuujiVB-JGn
    /MOSuujiVB-JJn
    /MOSuujiVC-AAn
    /MOSuujiVC-ABn
    /MOSuujiVC-ACn
    /MOSuujiVC-ADn
    /MOSuujiVC-AEn
    /MOSuujiVC-AFn
    /MOSuujiVC-AGn
    /MOSuujiVC-AHn
    /MOSuujiVC-AIn
    /MOSuujiVC-BAn
    /MOSuujiVC-BBn
    /MOSuujiVC-BCn
    /MOSuujiVC-BDn
    /MOSuujiVC-DAn
    /MOSuujiVC-DBn
    /MOSuujiVC-DCn
    /MOSuujiVC-DDn
    /MOSuujiVC-DEn
    /MOSuujiVC-DFn
    /MOSuujiVC-DGn
    /MOSuujiVC-DHn
    /MOSuujiVC-DJn
    /MOSuujiVC-EAn
    /MOSuujiVC-EBn
    /MOSuujiVC-ECn
    /MOSuujiVC-EDn
    /MOSuujiVC-EEn
    /MOSuujiVC-EFn
    /MOSuujiVC-EGn
    /MOSuujiVC-EHn
    /MOSuujiVC-EIn
    /MOSuujiVC-EJn
    /MOSuujiVC-FAn
    /MOSuujiVC-FBn
    /MOSuujiVC-GAn
    /MOSuujiVC-HAn
    /MOSuujiVC-HBn
    /MOSuujiVC-HCn
    /MOSuujiVC-HDn
    /MOSuujiVC-HEn
    /MOSuujiVC-HFn
    /MOSuujiVC-HGn
    /MOSuujiVC-HHn
    /MOSuujiVC-HIn
    /MOSuujiVC-HJn
    /MOSuujiVC-IAn
    /MOSuujiVC-IBn
    /MOSuujiVC-ICn
    /MOSuujiVC-IDn
    /MOSuujiVC-IEn
    /MOSuujiVC-IFn
    /MOSuujiVC-IGn
    /MOSuujiVD-AJn
    /MOSuujiVD-BAn
    /MOSuujiVD-BBn
    /MOSuujiVD-BCn
    /MOSuujiVD-BDn
    /MOSuujiVD-BEn
    /MOSuujiVD-BFn
    /MOSuujiVD-BHn
    /MOSuujiVD-BIn
    /MOSuujiVD-BJn
    /MOSuujiVD-CAn
    /MOSuujiVD-CBn
    /MOSuujiVD-CCn
    /MOSuujiVD-CDn
    /MOSuujiVD-CEn
    /MOSuujiVD-CHn
    /MOSuujiVD-CIn
    /MOSuujiVD-CJn
    /MOSuujiVD-DDn
    /MOSuujiVD-DFn
    /MOSuujiVD-DGn
    /MOSuujiVD-IJn
    /MOSuujiVD-JAn
    /MOSuujiVD-JBn
    /MOSuujiVD-JCn
    /MOSuujiVD-JDn
    /MOSuujiVD-JEn
    /MOSuujiVD-JFn
    /MOSuujiVD-JGn
    /MOSuujiVD-JHn
    /MOSuujiVD-JIn
    /MOSuujiVD-JJn
    /MOSuujiVE-AAn
    /MOSuujiVE-ABn
    /MOSuujiVE-ACn
    /MP-16DOT
    /MP-16SYS
    /MP-OriginalGaiji
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MSReferenceSansSerif
    /MSReferenceSpecialty
    /MS-UIGothic
    /MT-Extra
    /MusashiStd-Regular
    /MusaSoStd-Regular
    /MVBoli
    /MyriadPro-Bold
    /MyriadPro-BoldCond
    /MyriadPro-BoldCondIt
    /MyriadPro-BoldIt
    /MyriadPro-Cond
    /MyriadPro-CondIt
    /MyriadPro-It
    /MyriadPro-Regular
    /MyriadPro-Semibold
    /MyriadPro-SemiboldIt
    /MYSTICAL-Normal
    /NachinStd-Regular
    /NSimSun
    /NSKhakushuuKanaYokoReduceW3
    /NSKkanaYokoReduceW4@
    /NtodayStd-Bold-KL
    /NtodayStd-Bold-KS
    /NtodayStd-DeBold-KL
    /NtodayStd-DeBold-KS
    /NtodayStd-ExLight-KL
    /NtodayStd-ExLight-KS
    /NtodayStd-Heavy-KL
    /NtodayStd-Heavy-KS
    /NtodayStd-Light-KL
    /NtodayStd-Light-KS
    /NtodayStd-Medium-KL
    /NtodayStd-Medium-KS
    /NtodayStd-Regular-KL
    /NtodayStd-Regular-KS
    /NtodayStd-Ultra-KL
    /NtodayStd-Ultra-KS
    /NuevaStd-BoldCond
    /NuevaStd-BoldCondItalic
    /NuevaStd-Cond
    /NuevaStd-CondItalic
    /OCRAStd
    /OCRB
    /OLDENWEST-Normal
    /OODLES-Normal
    /OPENCLASSIC-Normal
    /OpenSymbol
    /OratorStd
    /OratorStd-Slanted
    /OutaiFujiStd-Light
    /OutaiKaiStd-Light
    /OvlapblackEG-Heavy-SJIS
    /OvlapblackEGP-Heavy-SJIS
    /OvlapwhiteEG-Heavy-SJIS
    /OvlapwhiteEGP-Heavy-SJIS
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /PenkaiEG-Light-SJIS
    /PenkaiEGP-Light-SJIS
    /PensinkaiEG-Medium-SJIS
    /PensinkaiEGP-Medium-SJIS
    /PEOPLESTYPE-Normal
    /PMingLiU
    /Poornut
    /Pop4EG-Bold-SJIS
    /Pop4EGP-Bold-SJIS
    /PoplarStd
    /Porkys
    /PorkysHeavy
    /POWER-Normal
    /PreMomoStd-Bold
    /PrestigeEliteStd-Bd
    /PussycatSassy
    /PussycatSnickers
    /Raavi
    /ReimPro-Bold
    /ReimPro-ExBold
    /ReimPro-ExHeavy
    /ReimPro-Heavy
    /ReimPro-Light
    /ReimPro-Medium
    /ReimPro-Regular
    /ReimPro-Ultra
    /ReimYfozPro-Bold
    /ReimYfozPro-ExBold
    /ReimYfozPro-ExHeavy
    /ReimYfozPro-Heavy
    /ReimYfozPro-Ultra
    /ReimYonzPro-Bold
    /ReimYonzPro-ExBold
    /ReimYonzPro-ExHeavy
    /ReimYonzPro-Heavy
    /ReimYonzPro-Light
    /ReimYonzPro-Medium
    /ReimYonzPro-Regular
    /ReimYonzPro-Ultra
    /ReimYthzPro-Bold
    /ReimYthzPro-ExBold
    /ReimYthzPro-ExHeavy
    /ReimYthzPro-Heavy
    /ReimYthzPro-Medium
    /ReimYthzPro-Ultra
    /ReimYtwzPro-Bold
    /ReimYtwzPro-ExBold
    /ReimYtwzPro-ExHeavy
    /ReimYtwzPro-Heavy
    /ReimYtwzPro-Medium
    /ReimYtwzPro-Regular
    /ReimYtwzPro-Ultra
    /Reisho101Std-Medium
    /ReishoE1Std-Regular
    /RIVAL-Normal
    /RomanMinchoEGP-Ultra-SJIS
    /RomanMinchoEG-Ultra-SJIS
    /RosewoodStd-Regular
    /RyuminPr5-Bold
    /RyuminPr5-ExBold
    /RyuminPr5-ExHeavy
    /RyuminPr5-Heavy
    /RyuminPr5-Light
    /RyuminPr5-Medium
    /RyuminPr5-Regular
    /RyuminPr5-Ultra
    /RyuminPr6-Bold
    /RyuminPr6-ExBold
    /RyuminPr6-ExHeavy
    /RyuminPr6-Heavy
    /RyuminPr6-Light
    /RyuminPr6-Medium
    /RyuminPr6N-Bold
    /RyuminPr6N-ExBold
    /RyuminPr6N-ExHeavy
    /RyuminPr6N-Heavy
    /RyuminPr6N-Light
    /RyuminPr6N-Medium
    /RyuminPr6N-Reg
    /RyuminPr6N-Ultra
    /RyuminPr6-Regular
    /RyuminPr6-Ultra
    /RyuminPro-Bold
    /RyuminPro-ExBold
    /RyuminPro-ExHeavy
    /RyuminPro-Heavy
    /RyuminPro-Light
    /RyuminPro-Medium
    /RyuminPro-Regular
    /RyuminPro-Ultra
    /RyuminStd-Bold-KO
    /RyuminStd-Bold-KS
    /RyuminStd-ExBold-KO
    /RyuminStd-ExBold-KS
    /RyuminStd-ExHeavy-KO
    /RyuminStd-ExHeavy-KS
    /RyuminStd-Heavy-KO
    /RyuminStd-Heavy-KS
    /RyuminStd-Light-KO
    /RyuminStd-Light-KS
    /RyuminStd-Medium-KO
    /RyuminStd-Medium-KS
    /RyuminStd-Regular-KO
    /RyuminStd-Regular-KS
    /RyuminStd-Ultra-KO
    /RyuminStd-Ultra-KS
    /RyuminUpr-Bold
    /RyuminUpr-ExBold
    /RyuminUpr-ExHeavy
    /RyuminUpr-Heavy
    /RyuminUpr-Light
    /RyuminUpr-Medium
    /RyuminUpr-Regular
    /RyuminUpr-Ultra
    /SCADS-Normal
    /SCANT-Normal
    /SEEDY-Normal
    /SegoeUI
    /SegoeUI-Bold
    /SegoeUI-BoldItalic
    /SegoeUI-Italic
    /SeichoShonanGyosho
    /SeichoShonanGyoshoEX
    /SeichoShonanGyoshoEXP
    /SeichoShonanGyoshoP
    /SeiKaiCB1Pr5-Regular
    /SeiKaiCB1Std-Regular
    /SHARP-Normal
    /ShinGoMin-Emboss
    /ShinGoMin-Futoline
    /ShinGoMin-Line
    /ShinGoMin-Shadow
    /ShinGoPr5-Bold
    /ShinGoPr5-DeBold
    /ShinGoPr5-ExLight
    /ShinGoPr5-Heavy
    /ShinGoPr5-Light
    /ShinGoPr5-Medium
    /ShinGoPr5-Regular
    /ShinGoPr5-Ultra
    /ShinGoPr6-Bold
    /ShinGoPr6-DeBold
    /ShinGoPr6-ExLight
    /ShinGoPr6-Heavy
    /ShinGoPr6-Light
    /ShinGoPr6-Medium
    /ShinGoPr6N-Bold
    /ShinGoPr6N-DeBold
    /ShinGoPr6N-ExLight
    /ShinGoPr6N-Heavy
    /ShinGoPr6N-Light
    /ShinGoPr6N-Medium
    /ShinGoPr6N-Regular
    /ShinGoPr6N-Ultra
    /ShinGoPr6-Regular
    /ShinGoPr6-Ultra
    /ShinGoPro-Bold
    /ShinGoPro-DeBold
    /ShinGoPro-ExLight
    /ShinGoPro-Heavy
    /ShinGoPro-Light
    /ShinGoPro-Medium
    /ShinGoPro-Regular
    /ShinGoPro-Ultra
    /ShinGoUpr-Bold
    /ShinGoUpr-DeBold
    /ShinGoUpr-ExLight
    /ShinGoUpr-Heavy
    /ShinGoUpr-Light
    /ShinGoUpr-Medium
    /ShinGoUpr-Regular
    /ShinGoUpr-Ultra
    /ShinMGoMin-Emboss
    /ShinMGoMin-Futoline
    /ShinMGoMin-Line
    /ShinMGoMin-Shadow
    /ShinMGoPr6-Bold
    /ShinMGoPr6-DeBold
    /ShinMGoPr6-Heavy
    /ShinMGoPr6-Light
    /ShinMGoPr6-Medium
    /ShinMGoPr6N-Bold
    /ShinMGoPr6N-DeBold
    /ShinMGoPr6N-Heavy
    /ShinMGoPr6N-Light
    /ShinMGoPr6N-Medium
    /ShinMGoPr6N-Regular
    /ShinMGoPr6N-Ultra
    /ShinMGoPr6-Regular
    /ShinMGoPr6-Ultra
    /ShinMGoPro-Bold
    /ShinMGoPro-DeBold
    /ShinMGoPro-Heavy
    /ShinMGoPro-Light
    /ShinMGoPro-Medium
    /ShinMGoPro-Regular
    /ShinMGoPro-Ultra
    /ShinMGoUpr-Bold
    /ShinMGoUpr-DeBold
    /ShinMGoUpr-Heavy
    /ShinMGoUpr-Light
    /ShinMGoUpr-Medium
    /ShinMGoUpr-Regular
    /ShinMGoUpr-Ultra
    /ShinseiKaiPr5-CBSK1
    /ShinseiKaiPro-CBSK1
    /ShonanGyoshotai
    /ShonanGyoshotaiP
    /ShounanShinpitsuGyosyoEG-Medium-SJIS
    /ShounanShinpitsuGyosyoEGP-Medium-SJIS
    /Shruti
    /ShueiMinPr5-L
    /ShueiMinPro-B
    /ShueiMinPro-M
    /ShueiShogoMStd-H
    /Shuuei3Std-Bold
    /Shuuei3Std-ExBold
    /Shuuei3Std-ExHeavy
    /Shuuei3Std-Heavy
    /Shuuei3Std-Light
    /Shuuei3Std-Medium
    /Shuuei3Std-Regular
    /Shuuei3Std-Ultra
    /Shuuei5Std-Bold
    /Shuuei5Std-ExBold
    /Shuuei5Std-ExHeavy
    /Shuuei5Std-Heavy
    /Shuuei5Std-Light
    /Shuuei5Std-Medium
    /Shuuei5Std-Regular
    /Shuuei5Std-Ultra
    /SimHei
    /SimSun
    /SimSun-PUA
    /SinkaiEG-Light-SJIS
    /SinkaiEGP-Light-SJIS
    /SoftGoStd-Bold
    /SoftGoStd-DeBold
    /SoftGoStd-Heavy
    /SoftGoStd-Light
    /SoftGoStd-Medium
    /SoftGoStd-Regular
    /SoftGoStd-Ultra
    /STEAK-Normal
    /StencilStd
    /STROKE-Normal
    /SUBLIME-Normal
    /SUPERTYPE-Normal
    /Sylfaen
    /SymbolMT
    /SYSTEMTAKE-Normal
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TakaHandStd-Bold
    /TakaHandStd-DeBold
    /TakaHandStd-Heavy
    /TakaHandStd-Light
    /TakaHandStd-Medium
    /TakeStd-Bold
    /TakeStd-Heavy
    /TakeStd-Light
    /TakeStd-Medium
    /TankuinEG-Bold-SJIS
    /TankuinEGP-Bold-SJIS
    /TBGoStdB-C6
    /TBGoStdB-C8
    /TBGoStdB-Normal
    /TBGoStdDB-C6
    /TBGoStdDB-C8
    /TBGoStdDB-Normal
    /TBGoStdL-C6
    /TBGoStdL-C8
    /TBGoStdL-Normal
    /TBGoStdR-C6
    /TBGoStdR-C8
    /TBGoStdR-Normal
    /TBGoStdSL-C6
    /TBGoStdSL-C8
    /TBGoStdSL-Normal
    /TBUDGoStd-Bold
    /TBUDGoStd-ExBold
    /TBUDGoStd-Heavy
    /TBUDGoStd-Regular
    /TBUDGoStd-SuperLight
    /TBUDMinStd-Heavy
    /TBUDMinStd-Medium
    /TBUDRGoStd-Bold
    /TBUDRGoStd-Heavy
    /TBUDRGoStd-Regular
    /TBUDRGoStd-SuperLight
    /TektonPro-Bold
    /TektonPro-BoldCond
    /TektonPro-BoldExt
    /TektonPro-BoldObl
    /TIMELY-Normal
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /TrajanPro-Bold
    /TrajanPro-Regular
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Tunga-Regular
    /TypelaboNStd-Bold
    /TypelaboNStd-DeBold
    /TypelaboNStd-Heavy
    /TypelaboNStd-Light
    /TypelaboNStd-Medium
    /TypelaboNStd-Regular
    /TypelaboNStd-Ultra
    /TYPEONE-Normal
    /UDReiminPro-Bold
    /UDReiminPro-ExBold
    /UDReiminPro-Heavy
    /UDReiminPro-Light
    /UDReiminPro-Medium
    /UDReiminPro-Regular
    /UDShinGoNTPro-Bold
    /UDShinGoNTPro-DeBold
    /UDShinGoNTPro-Heavy
    /UDShinGoNTPro-Light
    /UDShinGoNTPro-Medium
    /UDShinGoNTPro-Regular
    /UDShinGoPro-Bold
    /UDShinGoPro-DeBold
    /UDShinGoPro-Heavy
    /UDShinGoPro-Light
    /UDShinGoPro-Medium
    /UDShinGoPro-Regular
    /UDShinMGoPro-Bold
    /UDShinMGoPro-DeBold
    /UDShinMGoPro-Heavy
    /UDShinMGoPro-Light
    /UDShinMGoPro-Medium
    /UDShinMGoPro-Regular
    /UDTypos510Std-Regular
    /UDTypos512Std-Regular
    /UDTypos515Std-Regular
    /UDTypos58Std-Regular
    /VAGEPARABLE-Normal
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /VOCAL-Normal
    /Vrinda
    /WanpakuGNStd-Bold
    /WanpakuGNStd-DeBold
    /WanpakuGNStd-Heavy
    /WanpakuGNStd-Light
    /WanpakuGNStd-Medium
    /WanpakuGNStd-Regular
    /WanpakuGNStd-Ultra
    /Webdings
    /WeltronUrban
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /YentiEG-Extra-SJIS
    /YentiEG-Medium-SJIS
    /YentiEGP-Extra-SJIS
    /YentiEGP-Medium-SJIS
    /Yutuki36PKStd-W2
    /Yutuki36PKStd-W3
    /Yutuki36PKStd-W4
    /Yutuki36PKStd-W5
    /Yutuki36PKStd-W6
    /Yutuki36PKStd-W7
    /Yutuki36PKStd-W8
    /Yutuki5GoKStd-W2
    /Yutuki5GoKStd-W3
    /Yutuki5GoKStd-W4
    /Yutuki5GoKStd-W5
    /Yutuki5GoKStd-W6
    /Yutuki5GoKStd-W7
    /Yutuki5GoKStd-W8
    /YuyuGothictaiEG-Extra-SJIS
    /YuyuGothictaiEGP-Extra-SJIS
    /ZenGoNStd-Bold
    /ZenGoNStd-DeBold
    /ZenGoNStd-Heavy
    /ZenGoNStd-Light
    /ZenGoNStd-Medium
    /ZenGoNStd-Regular
    /ZenGoNStd-Ultra
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 350
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice




